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テーマ１： 

国民健康・栄養調査結果と食事摂取基準との比較により、国民の栄養素摂取量

の適切性を評価する方法を開発し、国民の現状および経年的な動向を評価する。 

 

国民健康・栄養調査結果と食事摂取基準との比較法に関する研究 

 

研究代表者 横山 徹爾  （国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究分担者 横道 洋司  （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座） 

      石川 みどり （国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

      吉池 信男  （青森県立保健大学健康科学部栄養学科）       

研究協力者 小山 達也  （青森県立保健大学健康科学部栄養学科） 

佐々木 敏  （東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野） 

        

研究要旨 

【目的】国民健康・栄養調査結果を用いた国民の栄養素摂取量の適切性を、食事摂取基準

との比較により性・年齢別に高い精度で評価する方法を開発し、国民の現状および経年

的な動向を評価し、栄養施策推進のための根拠を充実させることを目的とする。 

【方法】以下の３つの分担研究に取り組んだ。 

１）国民健康・栄養調査から日本人の習慣的な栄養素摂取量を推定し食事摂取基準と比

較する方法の開発と見える化。（横道、横山、吉池、他） 

２）高齢者の食事の適切性の評価法の検討。（石川、他） 

３）オンライン調査の導入可能性の検討。（吉池、他） 

【結果】 

１）AGEVAR MODE法を改良して、習慣的な栄養素摂取量を年齢別パーセンタイル曲線

で描き食事摂取基準と重ねて示すことで、年齢別の特徴が一目で分かるようになった。 

２）上記方法を用いた分析により、独居高齢者では性・年齢階級によって摂取量が異な

り、栄養素によって個人間変動・個人内変動に違いがあること等が示された。 

３）生活習慣調査について、オンラインでの試行実験を行ったところ、従来の紙への記

入ではなく、オンラインでの回答を自ら選択する者は限定的であった 

【今後の課題】 

１）他の調査の個人内／個人間分散比を国民健康・栄養調査に外挿して習慣的な摂取量

の分布を推定することの妥当性について検討するとともに、長期的な推移を評価する

ための手法を開発する必要がある。 

２）県民健康・栄養調査等のデータを用いて独居以外の集団における検討が必要である。 

３）さらにデータ解析を進め、無作為でない標本抽出に由来するバイアスの有無につい

ても検討する。また、他の集団での試行の必要性についても検討する。 
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Ａ．研究目的 

食事摂取基準を活用し、国民の栄養素摂

取量の適切性を評価するためには、国民健

康・栄養調査によって測定された栄養素等

の摂取量の分布を、推定平均必要量、目標

量、耐用上限量等と比較する必要がある。

しかし、食事摂取基準は「習慣的な摂取量」

の基準を与えるものであり、短期間（例え

ば１日間）の食事の基準を示すものではな

い。そのため、１日間調査である国民健康・

栄養調査で得られた栄養素等摂取量の分布

をそのまま食事摂取基準と比較して評価す

ることは適切でなく、習慣的な摂取量の分

布を推定したうえで比較する必要がある。

また、栄養素等摂取量は性・年齢によって

大きく異なり、食事摂取基準の指標の多く

も性・年齢階級別に値が策定されているこ

とから、性・年齢別に高い精度で栄養素等

の習慣的な摂取量の分布を推定する方法も

必要である。 

本研究では、国民健康・栄養調査結果を

用いた国民の栄養素摂取量の適切性を食事

摂取基準との比較により性・年齢別に高い

精度で評価する方法を開発し、国民の現状

および経年的な動向を評価する。その結果、

国民健康・栄養調査結果を用いた国民の栄

養素摂取量の適切性を食事摂取基準との比

較により集団として評価することを可能と

し、経年的な動向も合わせて分析すること

で、栄養施策推進のための根拠を充実させ

ることを目的とする。 

 研究初年度である本年度は、既存の複数

日の食事調査のデータを用いて、性・年齢

別に習慣的な摂取量の分布を推定し食事摂

取基準と比較するための統計学的方法の改

良と見える化の方法を開発し、さらに１日

調査である国民健康・栄養調査において習

慣的な摂取量の分布を推定するための統計

学的方法の検討を行う。また、現行の食事

摂取基準では 70 歳以上が一括して設定さ

れており、かつ、絶対的な栄養評価方法は

確立されていないことから、高齢者の特徴

に焦点を当てた分析も行う。 

一方、近年、国の公的調査においてオン

ライン調査の導入が検討されていることか

ら、国民健康・栄養調査についてオンライ

ン調査を導入することの実施可能性、長

所・短所等についての検討も行う。 

 

Ｂ．方法 

 研究分担者・横道らが過去に開発した

AGEVAR MODE 法は、限られた標本数で

年齢別に習慣的な摂取量の分布を推定する

場合に推定誤差を小さくすることが可能な

方法である。本研究では、まず、本法を改

良して年齢別の習慣的な摂取量の分布をパ

ーセンタイル曲線で表して食事摂取基準と

視覚的に比較しやすくする。また、習慣的

な摂取量の個人差を表す個人間変動と、

日々の摂取量の変動を表す個人内変動も図

示して評価しやすくする。これらの推定誤

差（信頼区間）も併せて示し、統計学的検

定も行えるようにする。さらに、１日調査

である国民健康・栄養調査でも、既存の複

数日の食事調査の情報を外挿することで習

慣的な摂取量の分布の推定を試みる。高齢

者における特徴も検討する。 

なお、本研究に必要な国民健康・栄養調

査データは利用申請を行ったうえで利用す

る。既存の複数日の食事調査として、いく

つかの県の県民健康・栄養調査で複数日調

査が行われていることから、これらのデー

タを各自治体の手続きを経た上で利用する。

その他、研究分担者・研究協力者が過去に

実施した複数日の食事調査データも利用す

る。 
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１）AGEVAR MODE 法の基礎理論の改良

と見える化（横道・横山・吉池） 

AGEVAR MODE 法の基礎理論の改良は

横道が中心となって行った（横道らの研究

分担報告書参照）。見える化の手法の開発は

横山が中心となって行った（横山らの研究

分担報告書参照）。既存の複数日の食事調査

における個人内／個人間分散比に関する詳

細な検討は吉池が中心になって行った（吉

池らの研究分担報告書参照）。 

２）高齢者の特徴分析（石川） 

石川が中心となって、開発した手法を高

齢者の食事調査データに適用し、年齢によ

る摂取量の分布の違いを詳細に検討した

（石川らの研究分担報告書参照）。 

３）オンライン調査の導入可能性の検討（吉

池） 

 オンライン調査の導入可能性の検討につ

いては、吉池が中心となって実際に調査を

試行した（吉池らの研究分担報告書参照）。 

オンライン調査システムは国立保健医療科

学院のドメイン名で構築した。 

 

Ｃ．結果 

 国民健康・栄養調査データは利用申請を

行ったうえで入手した。既存の複数日の食

事調査については、２つの県の県民健康・

栄養調査は利用手続きを経てデータ入手し、

１県からは利用内諾を得たほか、１県は交

渉中である。研究分担者・研究協力者の過

去の複数日調査データは２件がデータを入

手済み、１件は内諾済みである。これらの

データを利用して研究を進めた。 

１）AGEVAR MODE 法の基礎理論の改良

と見える化（横道・横山・吉池） 

 AGEVAR MODE 法の改良により、複数

日に渡る栄養調査データから、年齢ごとに

各栄養素の習慣的な摂取量の分布とそのパ

ーセンタイル値、標準誤差（信頼区間）の

計算、年齢による変化のトレンド検定が可

能となった（横道）。パーセンタイル曲線と

信頼区間、摂取量の個人内・個人間分散等

を図示し、食事摂取基準も併せて示すこと

で、年齢別の特徴が視覚的に把握しやすく

なった（横山・図１）。また、既存の複数日

の食事調査から得られた個人内／個人間分

散比を平成 25 年国民健康・栄養調査に外挿

し、同様に習慣的な摂取量の分布とそのパ

ーセンタイル値、標準誤差（信頼区間）を

試算した（同・図２）。過去に 21 か所で４

季節において実施された非連続３日間調査

の食事調査データを再解析し、それぞれの

分散比を提示することで、他の集団におけ

る分散比を国民健康・栄養調査に外挿する

ことの妥当性を検討するための基礎資料を

得た（吉池・表１～３）。 

２）高齢者の特徴分析（石川） 

開発した方法を用いて高齢者の各栄養素

の習慣的摂取量を確認したところ、栄養素

によっては、性・年齢階級によって摂取量

および不足・過剰の者の割合、個人間変動・

個人内変動に違いがあることが示された

（石川・図）。 

３）オンライン調査の導入可能性の検討（吉

池） 

 国民健康・栄養調査において行われる生

活習慣調査について、オンラインでの回答

方法が地域住民においてどの程度受け入れ

られるかを検証するために、A 地域におい

て試行実験を行った（吉池・参考資料１～

２）。その結果、従来の紙への記入ではなく、

オンラインでの回答を自ら選択する者は限

定的であった。 

 

Ｄ．考察 

１）AGEVAR MODE 法の基礎理論の改良
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と見える化（横道・横山・吉池） 

 複数日の食事調査に基づいて栄養素の習

慣的な摂取量を推定する統計学的手法は何

種類か提案されているが、年齢によって摂

取量の平均と個人内分散・個人間分散が変

化する状況を扱うことができるのが

AGEVAR MODE 法の特徴であり、これによ

って年齢階級別に習慣的な摂取量の分布を

推定する場合に誤差を小さくすることが可

能である。さらに本研究によって、年齢に

よる変化をパーセンタイル曲線と信頼区間

で表して視覚的に把握しやすくする「見え

る化」が可能になった。栄養素等摂取量の

個人内／個人間分散比の地域間差や季節間

差についても、小さくないことが確認され

た。 

 次年度以降は、他の調査の個人内／個人

間分散比を国民健康・栄養調査に外挿して

習慣的な摂取量の分布を推定することの妥

当性についていくつかの県民健康・栄養調

査データも用いてさらに検討するとともに、

国民健康・栄養調査結果の長期推移を評価

するための手法の開発および実際の分析を

行う。 

２）高齢者の特徴分析（石川） 

性・年齢階級により、摂取量が異なるこ

と、栄養素により個人間変動、個人内変動

に違いがあることが明らかになった。さら

に、習慣的摂取量のパーセンタイル曲線に、

食事摂取基準値を重ねて検討することによ

り、不足・過剰摂取の者の割合を視覚的に

把握することができた。男性と女性で、年

齢階級と習慣的摂取量との関連の傾向が異

なった背景には、対象者が独居高齢者であ

ることが考えられた。 

次年度以降は、県民健康・栄養調査等の

データを用いて独居以外の集団における検

討が必要である。 

３）オンライン調査の導入可能性の検討（吉

池） 

 従来の紙の調査票に記入し返信用封筒で

返送する回答作業と比較して、コンピュー

タやスマートフォン・タブレット端末で回

答することを自ら選択する者の割合は極め

て限定的であった。また、従来法と比較し

て応答率が改善することもなかった。従来

法と比べて、オンラインでの入力方法の解

説を読み、ID やパスワードを確認して入力

作業を行うことへの負担感があったのかも

しれない。今後、さらに今回のデータ解析

を進め、無作為でない標本抽出に由来する

バイアスの有無についても検討することが

必要である。 

 

Ｅ．結論 

１）AGEVAR MODE 法を応用して、複数

日調査に基づく習慣的摂取量の分布を年齢

別パーセンタイル曲線で視覚的に把握しや

すいように「見える化」が可能となった。

また、既存の複数日調査の個人内／個人間

分散比を国民健康・栄養調査に外挿して習

慣的な摂取量の分布を推定する方法を考案

した。 

２）高齢者の各栄養素の習慣的摂取量を確

認した結果、性別、年齢階級により、摂取

量が異なること、また、栄養素により個人

間変動、個人内変動に違いがあることが明

らかになった。 

３）生活習慣調査票の回答をオンラインで

行うことについては、現時点までの解析で

は、応答率の改善への効果は薄いと考えら

れた。 

 

Ｆ．健康危機情報 

各分担研究報告書参照 
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Ｇ．研究発表 

各分担研究報告書参照 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

各分担研究報告書参照 
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テーマ２： 

健康の維持・増進及び生活習慣病予防の観点からみた食事の適切性の評価につ

いて、栄養素と食品の摂取状況との関係から、社会経済的側面も踏まえて明ら

かにする。 

 

健康増進・生活習慣病予防のための食事の適切性の評価に関する研究 

 

研究分担者 村山 伸子  （新潟県立大学人間生活学部） 

      須賀 ひとみ （東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野） 

      村上 健太郎 （東京大学大学院情報学環） 

研究協力者 小島 唯   （新潟県立大学人間生活学部） 

大久保 公美 （国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

佐々木 敏  （東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野） 

   

研究要旨 

【目的】健康の維持・増進及び生活習慣病予防の観点からみた食事の適切性の評価につい

て、栄養素と食品の摂取状況との関係から、社会経済的側面も踏まえて明らかにする。 

平成29年度は、以下の３つの研究を実施した。 

１）子育て世帯の社会経済的側面と栄養素摂取状況（須賀） 

２）食事バランスガイドをもとにした食事スコアと各種栄養素摂取量との関連（村上） 

３）食品群を用いた食事評価法の確立に向けた検討（村山・小島） 

【方法】３つの分担研究により実施した。共通して、既存の国民健康・栄養調査の個別デ

ータの利用申請をおこない、分析に用いた。研究１）と３）は2014(平成26)年、２）は2012

（平成24）年の調査データを用いた。 

【結果】 

１）子育て世帯の社会経済的側面と栄養素摂取状況（須賀） 

経済的理由による食品の買い控えをした経験の頻度が高い世帯の子ども（15歳以下）は、

男女共に葉酸とビタミンCの摂取量が有意に少なく、女子ではカルシウムの摂取量が有意に

少なかった。1日調査であるため食事摂取基準を用いた食事の適切性の評価はできなかっ

た。 

２）食事バランスガイドをもとにした食事スコアと各種栄養素摂取量との関連（村上） 

先行研究による食事バランスガイドへの順守を評価した食事スコア（オリジナルスコア）

は、望ましい栄養素摂取状況だけでなく、望ましくない側面とも関連していた。一方、修

正スコアは、望ましい栄養素摂取状況のみと関連していた。 

３）食品群を用いた食事評価法の確立に向けた検討（村山・小島） 

現在、日本で用いられている食品群別摂取量と、栄養素摂取量との関係を検討し、基準

値を求める方法を検討し、例として緑黄色野菜と淡色野菜について基準値を求めた。 
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【今後の課題】研究１）は、1日調査の限界とともに世帯調査から個人の摂取量を推定する

ことの限界もあることから、食事調査法そのものの検討をおこなう。研究２）３）は、望

ましい栄養素摂取を可能にする食事・食品の摂取スコアの作成、さらに、社会経済的側面

との関連を検討する。 

 

A．目的 

 欧米では、低所得者に肥満が多く生活習慣病

の罹患率が高いこと、その要因としてエネルギ

ー密度が高く、栄養素密度が低い食物が、安価

であることが多くの研究で示されている。また、

欧米や日本において、低所得者は、1 日の食費

が安価で、栄養素密度が低いことが示されてい

る（Okubo H, 2016）。生活習慣病の予防のため

に必要な栄養素摂取量を偏りなく確保するた

めに、どのような食品をどのくらいの量で組み

合わせ、どのくらいの食費が必要かについての

研究が必要である。しかし、どのくらいの食費

があれば、生活習慣病予防のための栄養素が確

保できるのかについての研究方法は、確立され

ていない。 

 そこで、健康の維持・増進及び生活習慣病予

防の観点からみた食事の適切性の評価につい

て、栄養素と食品の摂取状況との関係から、社

会経済的側面も踏まえて明らかにする。具体的

には、国民健康・栄養調査を用いて、適正な栄

養素摂取量となる食品の質と量、および食費を

算出する方法を確立することを目的とする。 

平成 29 年度は、以下の３つの研究を実施し

た。 

１）子育て世帯の社会経済的側面と栄養素摂取

状況（須賀） 

2014 年の国民健康・栄養調査のデータを用

いて、経済的理由による食料の買い控えと子ど

もの栄養摂取状況との関連を検証する。 

２）食事バランスガイドをもとにした食事スコ

アと各種栄養素摂取量との関連（村上） 

2012 年の国民健康・栄養調査データを用い

て、食事バランスガイドをもとにした食事スコ

アと各種栄養素摂取量との関連を検討する。 

３）食品群を用いた食事評価法の確立に向けた

検討（村山・小島） 

2014 年の国民健康・栄養調査データを用い

て、食品群を用いた食事評価法の確立に向けて、

食事摂取基準に示す栄養素摂取量を十分に満

たす食品群摂取重量の基準を検討する。 

 

B．方法 

３つの分担研究により実施した。共通して、

既存の国民健康・栄養調査の個別データの利用

申請をおこない、分析に用いた。研究１）と３）

は 2014 年、２）は 2012 年の調査データを用い

た。 

１）子育て世帯の社会経済的側面と栄養素摂取

状況（須賀） 

15 歳以下の子ども 949 名のうち、データに

欠損のある 54 名を除外した 895 名を解析対象

とした。対象者が居住する世帯の代表者による

過去１年間に経済的理由で食料購入を控えた

または購入できなかった頻度の回答をもとに

対象者を 4 カテゴリ（よくあった～まったくな

かった）に分類した。共分散分析を用いて、年

齢、世帯所得、世帯形態で調整し、各群間のエ

ネルギー調整済み栄養素摂取量平均値の傾向

性検定を「まったくなかった」群を対照として

行った。 

 

２）食事バランスガイドをもとにした食事スコ
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アと各種栄養素摂取量との関連（村上） 

20 歳以上の成人 26361 人から得られた 1 日

間秤量食事記録データを用いた。エネルギー摂

取量で調整済みの主食、主菜、副菜、牛乳・乳

製品、果物、菓子・嗜好飲料摂取量をもとに食

事バランスガイドをもとにした食事スコア（オ

リジナルスコア）を算出した。さらに、先行研

究の結果をもとにした修正スコアを算出した

（調味料由来のナトリウム摂取量を加え、また、

主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物摂取量

の基準範囲における上限値を取り除いた）。 

 

３）食品群を用いた食事評価法の確立に向けた

検討（村山・小島） 

栄養摂取状況調査の対象者 8047 名のうち、

年齢 20 歳未満または 65 歳以上の者、妊婦・授

乳婦、エネルギー摂取量 5000kcal 以上の者を

除外し、3985 名のデータを用いた。 

国内外の先行研究を参考に、以下の方法で検

討した。①食事の評価に用いる栄養素等は 14

種類。②食品群は 23 食品群。③栄養素摂取に

寄与する食品群を重回帰分析で決定。④良好な

栄養素等摂取量を可能にする食品群の重量の

決定。各食品群について、摂取重量区分別の各

栄養素摂取量を算出する。今年度は、緑黄色野

菜と淡色野菜について算出した。 

 

C．結果 

１）子育て世帯の社会経済的側面と栄養素摂取

状況（須賀） 

解析対象の 895 名のうち、416 名（46.5％）

の世帯の代表者が過去 1 年間に経済的理由に

よる食品の買い控えを経験したことがあると

回答した。男女とも居住世帯が経済的理由によ

る食品の買い控えを多く経験した群で葉酸と

ビタミン C の摂取量が有意に少なく、エネル

ギー摂取量が有意に多く、女子ではカルシウム

の摂取量が有意に少なく、ビタミン B2 の摂取

量が有意に多かった。 

 

２）食事バランスガイドをもとにした食事スコ

アと各種栄養素摂取量との関連（村上） 

男女ともに、オリジナルスコアと有意な正の

関連を示した栄養素は、炭水化物、食物繊維、

ビタミン C、カリウムおよびカルシウムであり、

負の関連を示した栄養素はたんぱく質、総脂質、

多価不飽和脂肪酸およびアルコールであった。

男女ともに、オリジナルスコアと関連していな

かった栄養素は、ビタミン A、葉酸、ナトリウ

ムおよびマグネシウムであった。一方、修正ス

コアは男女両方においてたんぱく質、炭水化物、

食物繊維、ビタミン A、ビタミン C、葉酸、カ

リウム、カルシウム、マグネシウム、鉄および

亜鉛摂取量と正の関連を示し、アルコールおよ

びナトリウム摂取量と負の関連を示した。 

 

３）食品群を用いた食事評価法の確立に向けた

検討（村山・小島） 

重回帰分析による各栄養素における食品群

の寄与について、調整済み決定係数は、エネル

ギー、たんぱく質、炭水化物、カリウム、コレ

ステロール、食物繊維総量で 0.8 以上であり、

レチノール当量、ビタミン B1、ビタミン B2、

食塩相当量では 0.6 未満であった。緑黄色野菜

類の寄与が大きい栄養素は、カリウム、鉄、レ

チノール当量、ビタミン C、食物繊維の 5 種類

であった。これらの栄養素摂取量を満たす緑黄

色野菜の摂取重量は、180g/ day であった。同

様に、淡色野菜類では、カリウム、食物繊維の

2 種類への寄与が大きく、これらの栄養素摂取

量を満たす摂取重量は、350g/ day であった。 

 

D． 考察 

１）子育て世帯の社会経済的側面と栄養素摂取

状況（須賀） 

過去 1 年間に経済的理由による食品の買い
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控えを多く経験した世帯に住む 15 歳以下の子

供の栄養素摂取量の傾向は、先行研究の結果と

同様の結果であった。 

また 1 日食事記録法を用いている国民健

康・栄養調査では、食事摂取基準を用いて栄養

素摂取の適切性を判断することができない。国

民健康・栄養調査結果を用いた栄養素摂取量の

適切性の評価を可能とする手法が必要となる。 

 

２）食事バランスガイドをもとにした食事スコ

アと各種栄養素摂取量との関連（村上） 

 先行研究と同様、オリジナルスコアは望まし

い栄養素摂取状況だけでなく望ましくない側

面とも関連していた。一方、修正スコアは（男

性における飽和脂肪酸の高摂取を除いて）望ま

しい栄養素摂取状況とのみ関連していた。よっ

て本研究は、食事バランスガイドへの遵守によ

って日本人の食事からの栄養素摂取量の質お

よび適切性を評価するのは困難であるという

ことを示唆するものである。日本人の食事の質

を適切に評価するための方法論を確立するた

めには、日本人の食事に関する基本的な科学的

情報の蓄積が不可欠であるといえる。 

 

３）食品群を用いた食事評価法の確立に向けた

検討（村山・小島） 

各栄養素摂取量に寄与する食品群は、日本人

を対象とした食品や食品群の寄与に関する先

行研究と類似していた。寄与の高いすべての栄

養素の摂取量を満たす食品群別摂取量は、緑黄

色野菜類では 180g/ day、淡色野菜類では 350g/ 

day であると示されたが、野菜類の合計重量が

530g となり、健康日本 21（第 2 次）の目標値

より多い。今後、食品群別摂取量と栄養素等摂

取量との関係づけをする方法を再検討したう

えで、他の食品群についても同様の検討を行い、

食事全体に対する食品群ベースの評価指標を

検討する。 

 

E． 結論 

以上の研究をとおして、国民健康・栄養調査

データを用いた、国民の食事の評価方法の検討

をおこなった。研究２）では、食事バランスガ

イドを用いた既存の方法について検証し、研究

３）では食品群を用いた新たな評価方法につい

て検討した。 

今後の課題として、研究１）は、1 日調査の

限界とともに世帯調査から個人の摂取量を推

定することの限界もあることから、食事調査法

そのものの検討をおこなう。研究２）３）は、

さらに、望ましい栄養素摂取を可能にする食

事・食品の摂取を評価できる方法の検討、さら

に、社会経済的側面との関連を検討する。 

 

F．参考文献 

各分担研究報告書参照 

 

G．健康危険情報 

各分担研究報告書参照 

 

H．研究発表 

各分担研究報告書参照 

 

I．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

各分担研究報告書参照 
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平成29年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

国民健康・栄養調査から日本人の習慣的な栄養素摂取量を推定する方法の開発 

 

研究分担者 横道 洋司   (山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座) 

横山 徹爾   (国立保健医療科学院生涯健康研究部) 

石川 みどり  (国立保健医療科学院生涯健康研究部)       

   

研究要旨 

複数日に渡る栄養調査データから、年齢ごとに各栄養素の習慣的な摂取量の分布とその

パーセンタイル値を計算する統計学的な方法を作成した。またその解析結果を1日調査であ

る国民健康・栄養調査データに外挿することにより、国民健康・栄養調査の結果を使った

年齢ごとの習慣的な栄養摂取量の分布を推定する方法を開発した。 

 

A. 研究目的 

人の１日の栄養摂取量は毎日異なる。日本

人の食事摂取基準は、この毎日変わる摂取量

ではなく、それを長い日数で平均した量と考

えられる習慣的な摂取量をターゲットにし

ている。この習慣的な摂取量は個人毎に異な

り、個人の栄養学的な疾病リスクの大きさは、

個人の習慣的摂取量により決まる。また特定

の個人のものだけでなく、集団において年齢

別の習慣的摂取量の分布を知ることは、公衆

衛生上有用である。例えば日本人 40 歳男性

の習慣的な食塩摂取量の分布を知ることが

できれば、その年齢の男性への塩分摂取量を

軽減するための公衆衛生的な介入を行った

り、過剰な塩分摂取により起こる高血圧、動

脈硬化疾患、腎疾患等の疾病の発症率の予測

にも役立つ。 

本研究では、複数日に渡り行われた栄養調

査結果から、性・年齢ごとに習慣的な摂取量

の分布を推定して、その分布を表すパーセン

タイルを表示する方法を改良し、さらに 1

日調査である国民・健康栄養調査に適用する

方法を開発することを目的とした。 

 

B. 方法 

方法１：研究分担者らが過去に開発した

AGEVAR MODE1）を用いて、過去に行われ

た複数日の栄養調査結果 2）を解析し、性・

年齢階級ごとの習慣的な栄養摂取量の分布

を推定する。なお、方法の開発では 12 日間

のデータを例として用いたが、実際の応用の

際には 2 日間以上で可能である。 

 この方法は、まず複数日（例では 12 日間）

の栄養調査結果を Box-Cox 変換し、その値

を年齢の多項式と対数式を含んだ回帰式の

中で最尤法により、統計学的に最も尤もらし

い年齢ごとの習慣的な摂取量を推定する。こ

の際、複数日の調査データは、年齢ごとに個

体間分散と個体内分散による正規分布をも

ったばらつきにより分布していると考え、年

齢ごとの個体間分散と個体内分散を推定す

る。この時、栄養素は Box-Cox 変換された
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尺度で、年齢ごとの習慣的摂取量、個体間の

ばらつき、個体内のばらつきをもった分布を

もっていることが推定されている。 

 集団の習慣的摂取量を推定することが本

研究の目的であるため、この推定された分布

から、個体内のばらつきは取り除く。これに

より、Box-Cox 変換尺度での、年齢ごとの

習慣的摂取量の分布が推定された。この分布

を、先の Box-Cox 変換式の逆変換により、

元の栄養素の尺度に戻す。戻した値は、個体

間分散を取り除いたことにより元の栄養素

の尺度で系統的なずれ（バイアス）をもって

いると考えられる。このバイアスを補正する

式を、Box-Cox 逆変換式の二次の微分から

求めて適用し、栄養素の通常の尺度での、年

齢ごとに個体間のばらつきを含んだ習慣的

摂取量の分布を得る。

 

 

 

 

方法１．AGEVAR MODEの紹介

(1) 12日調査（文献2）の当該栄養素データを、Box-Cox変換により正規分布に近付ける。

(2) Box-Cox変換値を、

1日の摂取量= (年齢で説明される習慣的な摂取量)

+ (年齢で説明される個人間の変動)

+ (年齢で説明される個人内の日間変動) として回帰する。

(3) (年齢で説明される習慣的な摂取量)は、年齢(age)の多項式または多項式にlog(age)が追加さ
れた、年齢と習慣的摂取量の関係について様々な曲線で近似できるモデルになっている。

(年齢で説明される個人間の変動)を表す分散と (年齢で説明される個人内の日間変動)を表
す分散は、年齢による単調な関数としてモデル化する。この回帰結果より、

(4) Box-Cox逆変換を行い、栄養素の元のscaleでの、年齢で説明される習慣的な摂取量を推定す
る。この逆変換を行う際、バイアスを補正する。

p,qは{-2, -1, -0.5, 0, 0.5, 1, 2}から尤度に基づき最適な式を選択。

AGEVAR MODEのモデル式

))exp(,0(

))exp(,0(

)log(

1

10

10

iwwij

ibbi

ijii

q

i

p

iij

iji

q

i

p

iij

ij

AgeN

AgeN

AgeAgecAgebax

AgecAgebax

xji

















～

～

または

として日の摂取量を日目の変換されたの個体

全SD

個体間SD

平均

１８歳 ７９歳
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Step 1: 複数日の当該栄養素の摂取量調査結果を正規分布に近づくよう
Box-Cox変換。

Step 2: 個人の摂取量をつぎの年齢による分数多項式で回帰。
年齢により個体間のばらつきと個体内のばらつきも同時に回帰。

AGEVAR MODEの3 steps
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方法２： 方法１で推定した、Box-Cox 変

換尺度での習慣的な摂取量と個体間のばら

つきは正規分布をしている。これを利用し

て、個体の習慣的摂取量のパーセンタイル

値を、年齢ごとに計算できる。このパーセ

ンタイル値に方法１で用いたバイアス補正

を施して、Box-Cox 逆変換し、栄養素の元

の尺度での個体の習慣的摂取量のパーセン

タイル値を求める。（図による「見える化」

の具体的な方法については横山らの分担研

究報告書参照。） 

 

 

 

 

Step 3: Box-Cox変換値のscaleの習慣的摂取量を、栄養素の元のscaleに逆変換する際、
バイアスを補正。

g-1( )をBox-Cox逆変換式, xijを被験者iのj日目の摂取量として

             
 

 
            

において、f( )=g-1( )                  とすると

                          
 

 
          

 

期待値を取って

                            
 

 
      

     
 

i=subjectが固定されしたがって  が固定され、   定日が  変動するとき

                        
       

 

 
     

      
 

変換ス ールでの個体内のばらつき          
 のとき

                     
       

 

 
     

    
 

書き直して

                 
 

 
     

    
 

これによりバイアスを補正。

方法2．推定したパラメータから年齢による習慣的摂取量のパーセンタイル曲線を描く

例）60歳の75%タイル点を栄養素のス ールで求める手順

個体間分散から標準偏差を求め、60歳時点で
分布が個体間分散と個体内分散によりばらつく
正規分布であることを仮定して、その仮定から60
歳時点での75%tile点を推定します。

推定された平均（正規分布では50%tile点＝平均値）

１８歳 ７９歳

栄養摂取量の
Box-Cox

変換値

３０歳 ６０歳

各年齢の個体間の
ばらつき

60歳の75%tile点
（これがstep3のスライドのbiに代入されます）

各年齢の個体間と
個体内を合わせた
全ばらつき
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方法３： 1 日の調査である平成 25 年国民

健康・栄養調査データを、方法１と同様に

Box-Cox 変換し、年齢の多項式と対数を含

んだ回帰式の中で最尤法により、統計学的

に最も尤もらしい、年齢ごとの習慣的な摂

取量を推定する。つぎに Box-Cox 変換尺度

のこのデータは、年齢ごとに個体間と個体

内のばらつきが混在していると考え、この

データに先の 12 日間調査から求めた個体

間/個体内分散比を適応して、国民健康・栄

養調査 Box-Cox 変換データのばらつきを

年齢ごとに、個体間分散と個体内分散に分

け、その分布から個体内のばらつきを取り

除く。得られた個体間のばらつきを含んだ

Box-Cox変換尺度での習慣的な摂取量の分

布を、先と同様にバイアス補正を行いなが

ら、栄養素の元の尺度に Box-Cox 逆変換を

行う。これより、国民健康・栄養調査から、

日本人の当該栄養素の習慣的な摂取量の推

定された分布を得る。 

 

 

Step 3’: Box-Cox変換値のscaleの習慣的摂取量を、栄養素の元のscaleに逆変換する際、
バイアスを補正する。

g-1( )をBox-Cox逆変換式, xijを被験者iのj日目の摂取量として

             
 

 
            

において、f( )=g-1( )                  とすると

                          
 

 
          

 

期待値を取って

                            
 

 
      

     
 

i=subjectが固定されしたがって  が固定され、   定日が  変動するとき

                        
       

 

 
     

      
 

変換ス ールでの個体内のばらつき          
 のとき

                     
       

 

 
     

    
 

書き直して

元のス ールでの  歳の       点        
 

 
     

    
 

これによりバイアスを補正します。

個体内分散も
推定済み

方法3. 国民健康・栄養調査（1日調査）に適用する方法

例）60歳の75%タイル点を栄養素のス ールで求める手順

a. １日の調査である国民健康・栄養調査データで、摂取量と全分散を年齢により説明させる推定を行う。

推定された平均

１８歳 ７９歳

栄養摂取量の
Box-Cox変換値
（複数日調査デー
タとは異なる変換
によるが、年齢毎
に正規分布）

６０歳

各年齢の個体間と
個体内を合わせた
全ばらつき
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b. 上記aで推定した年齢毎の全分散を、1で推定した個体間/個体内分散比により分け、国民健康・栄養調査

データの年齢毎の個体間分散を推定する。aで推定した摂取量を習慣的な摂取量の推定値としてこれと

合わせる。

推定された平均

１８歳 ７９歳

栄養摂取量の
Box-Cox変換値

６０歳

各年齢の個体間の
ばらつき

1で求めた個体間/個体内分散の
比を使って全分散を分けます

c. 上記bで推定した国民健康・栄養調査での習慣的摂取量と個体間分散により、年齢による習慣的摂取量

のパーセンタイル曲線を2に倣って描く。

推定された平均

１８歳 ７９歳

栄養摂取量の
Box-Cox変換値

６０歳

60歳の75%tile点

各年齢の個体間の
ばらつき

この分布 を方法 2 と同様に Box - Cox 逆変換することにより、 

国民健康・栄養調査の習慣的な摂取量分布のパーセンタイル曲線を描く。 

推定された平均 

１８歳 ７９歳 

栄養摂取量の Box - 
Cox 変換値 

６０歳 

60 歳の 75%tile 点 

各年齢の個体間の 
ばらつき 
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C. 結果 

 男性の食塩 (g)、男性のタンパク質 (g)、

女性エネルギー (kcal)摂取量について、12

日間栄養調査データを方法１～２により計

算した、習慣的な摂取量の分布のパーセン

タイル値を図 1～3 に示す。 

 方法３を用いて、男性の食塩 (g)、男性

のタンパク質 (g)、女性エネルギー (kcal)

の習慣的摂取量の分布について、国民健

康・栄養調査結果から推定した結果を図 4

～6 に示す。 

 

D. 考察 

 男性の食塩、男性のタンパク質、女性の

エネルギーについて、国民健康・栄養調査

結果より、習慣的摂取量の分布を統計学的

に推定した。推定結果の尺度は、各栄養素

の常識的な値に納まっている。このなかで、

男性のタンパク質と女性のエネルギーにつ

いては、12 日間調査結果から推定した習慣

的摂取量の分布と概ね変わらなかったが、

男性の食塩ついては、特に高齢で、推定さ

れた分布に違いがみられた。習慣的摂取量

は実際に知ることはできないが、理論的に

可能な限り、現実を映し出す方法論を開発

するよう、検討を続けたい。 

 また習慣的摂取量のパーセンタイル値の

信頼区間を計算する方法の改良も、今後検

討を行いたいと考えている。 

 本研究の方法論は、全年齢のデータを使

って、年齢に対して連続的な習慣的摂取量

を推定するものである。全年齢層のデータ

を用いるため、個別の年齢や、青年期や高

齢期に限った本当の習慣的摂取量の分布と

は異なる分布を推定する場合があるかもし

れないことは、この研究の限界である。 

 

E. 結論 

 複数日の栄養調査データから得られる栄

養素等の摂取量の個体間/個体内分散比を

外挿して、国民健康・栄養調査結果より、

男女別に各栄養素等の習慣的摂取量の分布

を年齢ごとに推定する方法を開発した。分

布のパーセンタイルの信頼区間の計算方法

等、今後さらに臨床上有用となる統計学的

方法論の開発を進める。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし  

 

G. 研究発表 

1．論文発表 

なし 

2．学会発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

  なし 

2．実用新案登録 

  なし 

3．その他 

  なし  
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図 1. 男性の食塩 (g)の習慣的摂取量の推定された分布 

 

 

図 2. 男性のタンパク質 (g)の習慣的摂取量の推定された分布 

 

 

 

図 3. 女性のエネルギー (kcal)の習慣的摂取量の推定された分布 
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図 4. 国民健康・栄養調査から推定された男性の食塩 (g)の習慣的摂取量の分布 

 

 

図 5. 国民健康・栄養調査から推定された男性のタンパク質 (g)の習慣的摂取量の分布 

 

 

図 6. 国民健康・栄養調査から推定された女性のエネルギー (kcal)の習慣的摂取量の分布 
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分担研究報告書 

 

食事摂取基準との比較により集団としての栄養素摂取量の適切性を 

評価するための「見える化」に関する研究 

 

研究分担者 横山 徹爾   (国立保健医療科学院生涯健康研究部) 

横道 洋司   (山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座) 

石川 みどり  (国立保健医療科学院生涯健康研究部) 

   

研究要旨 

食事摂取基準を活用し、食事改善を目的として集団の食事摂取状態の評価を行うために

は、当該集団において測定された習慣的な栄養素等の摂取量の分布を、推定平均必要量や

目標量等と比較する必要がある。本分担研究では、栄養素等の習慣的な摂取量の分布を年

齢別に推定する統計学的理論AGEVAR MODEを応用して、性・年齢別の特徴を視覚的に評価し

やすいように「見える化」する方法を開発した。 

習慣的摂取量の分布を年齢別パーセンタイル曲線で示し、食事摂取基準の値を重ねて描

くことで摂取量の不足・過剰者の割合を視覚的に把握しやすく示すことが可能となった。

また、既存の複数日調査の個人内／個人間分散比を国民健康・栄養調査に外挿して習慣的

な摂取量の分布推定を試みた。 

 

Ａ．研究目的 

食事摂取基準を活用し、食事改善を目的

として集団の食事摂取状態の評価を行うた

めには、当該集団において測定された“習

慣的な”栄養素等の摂取量の分布を、推定

平均必要量や目標量等と比較する必要があ

る。また、食事摂取基準の多くの指標は性・

年齢階級別に値が策定されており、栄養素

摂取量も性・年齢階級によって異なるため、

性・年齢階級別に評価を行うことが望まれ

る。本研究では、栄養素等の習慣的な摂取

量の分布を年齢別に推定する統計学的理論

AGEVAR MODE１）を応用して、性・年齢

別の特徴を視覚的に評価しやすいように

「見える化」の方法を開発することを目的

とする。 

 

Ｂ．方法 

 AGEVAR MODE は、個体𝑖の 日目の栄

養素等摂取量を正規分布に近似するように

変換した値を   、年齢を𝐴 𝑒 として、 

    𝑎   × 𝐴 𝑒 
𝑝

 𝑐 × 𝐴 𝑒 
𝑞
 

 𝛼  ε   ・・・    または 

    𝑎   × 𝐴 𝑒 
𝑝

 𝑐 × 𝐴 𝑒 
𝑞
× log 𝐴 𝑒   

 𝛼  ε   ・・・(2) 

α   (  e p 𝛽𝑏0  𝛽𝑏 × 𝐴 𝑒  ) 

ε    (  e p 𝛽 0  𝛽  × 𝐴 𝑒  ) 

というモデルで表し、習慣的な摂取量の分

布を推定する方法である（詳細は横道らの

研究分担報告書参照）。 

AGEVAR MODE のモデルのパラメータ

と標準誤差等の推定には、SAS ソフトウエ

アの PROC NLMIXED を用いた。また、個

人内・個人間変動および分布のパーセンタ
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イル曲線の信頼区間の推定、検定等は、パ

ラメータの推定値と分散・共分散に基づい

て行った。 

食事摂取基準との比較により集団の栄養

素摂取状況を評価するためには、その栄養

素の習慣的な摂取量の分布と食事摂取基準

とを比較する必要があり、例えば、推定平

均必要量(EAR)未満の者の割合は、その栄

養素摂取量の不足者の割合で推定できる。

本研究ではこれを年齢別に評価できるよう

に、視覚的に把握しやすい図を工夫した。

すなわち、栄養素の習慣的な摂取量の分布

を年齢別パーセンタイル曲線で示すととも

に、年齢別の食事摂取基準の値も図に重ね

て描いた。 

 

Ｃ．結果 

 図１の(A)は、既存の複数日調査２）のデー

タを用いて、食塩の習慣的な摂取量の分布

を年齢別パーセンタイル曲線で図示し、目

標量(DG)を重ねて描いた例である。習慣的

な摂取量は高齢者ほど多く、摂取量の個人

差（個人間分散＝分布のバラツキ）は高齢

者ほど大きい。DG は若年者では 10 パーセ

ンタイル付近、高齢者では 2.5 パーセンタ

イル付近であり、ほとんどの者が DG を超

えていると読み取れる。(C)の１日摂取量の

分布では DG は 10～25 パーセンタイル付

近にあり、１日摂取量では DG 以上の者の

割合が過少評価になることがわかる。 

個人間分散と年齢との関係は(E)の実線

で示されており、有意ではないが（トレン

ド P=0.071）高齢者ほど摂取量の個人差が

大きく、一方、摂取量の日々の変動（個人

内分散＝点線、トレンド P=0.156）が小さ

い。また、個人差に比べて摂取量の日々の

変動（個人内分散）は高齢者ほど有意に小

さい(F)（個人内／個人間分散比のトレンド

P=0.042）。 

図２は、既存の複数日調査の個人内／個

人間分散比（図１(F)）を平成 25 年国民健

康・栄養調査に外挿して、食塩の習慣的な

摂取量の分布を推定し、同様に年齢別パー

センタイル曲線を表した例である。やはり、

１日摂取量では DG 以上の者の割合が過少

評価になることがわかる。 

 

Ｄ．考察 

 複数日の食事調査に基づいて栄養素の習

慣的な摂取量を推定する方法には、

AGEVAR MODE 法の他に、 National 

Research Council (NRC)法３）、Best-Power 

(BP)法４，５）、Iowa State University (ISU)

法４，５）などがあるが、いずれも性・年齢階

級別に分けて分析を行うと各階級の人数が

少なくなるため、分布の推定誤差が大きく

なるという問題点があった。また、栄養素

の習慣的な摂取量の平均値が年齢によって

変化するとみなした AGE MODE 法６）では、

年齢によって個人内分散・個人間分散が変

化する状況を扱うことができなかった。こ

れらを改良した AGEVAR MODE 法では、

年齢階級別に習慣的な摂取量の分布を推定

する場合に推定誤差を小さくすることが可

能である。さらに本研究によって、年齢に

よる変化をパーセンタイル曲線と信頼区間

で表して視覚的に把握しやすくする「見え

る化」が可能になった。 

 今後の課題として、他の調査の個人内／

個人間分散比を国民健康・栄養調査に外挿

して習慣的な摂取量の分布を推定すること

の妥当性について検討する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

 AGEVAR MODE 法を応用して、複数日

調査に基づく習慣的摂取量の分布を年齢別
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パーセンタイル曲線で視覚的に把握しやす

いように「見える化」が可能となった。ま

た、既存の複数日調査の個人内／個人間分

散比を国民健康・栄養調査に外挿して習慣

的な摂取量の分布推定を試みた。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 なし。 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

 なし。 
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平成29年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

高齢者の食事の適切性の評価法に関する研究 

～独居高齢者の既存食事調査データを用いた解析～ 

 

研究分担者 石川 みどり（国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

  横山 徹爾 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）  

  横道 洋司 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座） 

   

研究要旨 

高齢者の年齢ごとに栄養素の習慣的な摂取量、個人内・個人間変動を明らかにすること

を目的とした。 

方法は、既存の独居高齢者の平日2日間の食事調査データを用いて、AGEVAR MODE法を高

齢者に対応し作成されたプログラム（横道・横山）を活用して分布を推定した。さらに、

食事摂取基準値を重ねて、不足、過剰摂取の者の割合を推定した。 

その結果、高齢者の各栄養素の習慣的摂取量を確認したところ、性別、年齢階級により、

摂取量が異なること、また、栄養摂取量の不足・過剰の者の割合が異なること、さらに、

栄養素により個人間変動、個人内変動に違いがあることが明らかになった。 

 

Ａ．研究目的 

 我が国の超高齢社会における栄養問題と

して健康寿命や介護予防の観点から、過栄

養だけでなく、低栄養さらに虚弱の問題の

重要性が高まっている。高齢期の身体機能、

認知機能は、他世代に比べて、加齢による

個人間変動が大きく、加齢に伴う生理的問

題は食事摂取量の減少につながるため、高

齢期の栄養素等摂取量は、年齢の上昇によ

り個人間変動が大きくなり、栄養状態に影

響を与えることが予想されるが、先行研究

はみあたらない。一方、現在の高齢期の食

事摂取基準では 70 歳以上が一括して設定

されており、かつ、絶対的な栄養評価方法

は確立されていない。また、日本人の食事

摂取基準は習慣的な摂取量の基準を与える

ものであるため、短期間の食事調査での栄

養素等摂取量では食事摂取基準への適応が

困難である。 

そこで、最低 2 日間の食事調査で習慣的

な摂取量の集団における分布を推定する統

計学的な方法のうち、AGEVAR MODE 法

（横道ら）1）は、年齢による個人内変動、

習慣的摂取量を推定し、かつ、集団におけ

る年齢別の習慣的な個人間変動を推定でき

る優れた方法とされる。しかし、高齢期で

の応用研究に至っていない。 

従って、本研究では、報告者らが過去に

実施した独居高齢者の複数日の食事調査デ

ータを用いて、AGEVAR MODE 法を応用

し、年齢による各栄養素の習慣的摂取量の

個人内、個人間変動を明らかにすることを

目的とした。 

 

Ｂ．方法 

(1) 調査方法 
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 平成 24~26 年度厚生労働科学研究費補助

金循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業「日本人の食生活の内容を規定

する社会経済的要因に関する実証的研究

(代表：村山伸子)」において実施した独居高

齢者を対象にした健康・食生活習慣・食事

調査データベースを用いて解析を行った。 

 調査の対象者は、北海道月形町、青森県

十和田市、新潟県柏崎市、津南町、埼玉県

坂戸市、鳩山町、4 県 6 市町において、各

市町との調査協力協定を結んだ後に、住民

基本台帳から 65 歳～90 歳までの全独居高

齢者抽出し、本当に独居であることを確認

した後、自宅から最寄りの食料品店までの

距離を算出した。その後、市街・郊外（平

野）・山岳地の各地区において、食料品店か

ら自宅までの距離が 500ｍ未満、500-1km、

1.5km-2km, 2km 以上に分類し、各分類で

対象世帯を無作為に抽出した。対象者に調

査を依頼し、市街・郊外・山岳地区で協力

者が同数になるように調査を実施した。食

事調査の方法は、高齢者に平日２日間に摂

取した全ての食事内容を記載してもらった

後に、訓練を受けた調査員が自宅を訪問し、

記載内容をひとつずつ確認し補足する記載

を行った。食事調査は、平成 25 年 10 月～

11 月に実施された。解析対象者は、２日間

の食事調査結果が得られた男性 161 名、女

性 332 名とした。 

 対象者の属性や特徴を示す項目として、

介護予防チェックリスト（15 項目、新開ら）

を用いた。介護予チェックリストは、閉じ

こもり（5 項目）、転倒（6 項目）、低栄養（4

項目）の総得点（15 点満点）を算出したも

ので、Fried らのフレイルの定義を外的基

準とした指標の妥当性が確認されている。

フレイルのスクリーニングするためのカッ

トオフ値は 3 点以下、4 点以上とされてい

るため、これを用いて評価した。さらに、

飲酒習慣（日）（ほぼ飲まない、1 合未満、

1-2 合、2 合以上）（基準は国民健康・栄養

調査と同様）を用いた。 

(2) 推定方法 

 横道ら（2013）の開発した AGEVAR 

MODE 法を応用した。（横道の分担研究報

告書 2）を参照）その結果について、習慣的

摂取量のパーセンタイル曲線、１日摂取量

のパーセンタイル曲線、個人間分散と個人

内分散（変換値）、個人内／個人間分散比（変

換値）、変換値（１日）のパーセンタイル曲

線、変換値（習慣的）のパーセンタイル曲

線を、図に示した。 

 

Ｃ．結果 

（1）対象者の属性を表１に示した。男性は

年齢階級と居住地、フレイル得点、飲酒習

慣との関連はみられなかった。女性では年

齢階級があがるほど、フレイル得点 4 点以

上の者の割合は有意に増加した（p=0.002）

が、居住地、飲酒習慣との関連はなかった。 

（2）男性、女性における、各栄養素の習慣

的摂取量の分布のパーセンタイル曲線

（2.5％、10％、25％、50％、75％、90％、

97.5％）の図を示した。2.5％、50％、97.5％

を挟む上下の赤の線は、標準誤差に相当す

る区間（68％信頼区間）を示した。また、

赤の点線は、食事摂取基準の値を示した。 

（3）男性と女性では、分布に違いがみられ

た。以下に、たんぱく質、脂肪エネルギー

比率、食塩、カリウム、カルシウムの年齢

階級毎の習慣摂取量の個人間・個人内変動、

及び、食事摂取基準値との関連を示す。 

①男性では、たんぱく質の習慣的摂取量で

は、年齢階級による変化はあまりみられず、

推定平均必要量未満の者はほとんどいなか

った。脂肪エネルギー比率は、目標量の下
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限値を下回る者がどの年齢でも 10％以上

存在した。年齢が上昇するに従って個人間

変動は徐々に低下した。食塩は、年齢階級

による変化はみられず、約 90％は目標量以

上であった。カリウムでは、年齢階級が上

昇するに従って摂取量が増加し、かつ、目

安量を下回る者がどの年齢階級でも 10％

以上存在した。また、年齢階級があがるほ

ど個人内分散が有意に低下した(p=0.0043)。

カルシウムも年齢階級が上昇するに従い摂

取量が増加しており、65 歳頃は推定平均必

要量未満の者が約 50％程度いるが、年齢階

級があがると割合は減少した。また、年齢

階級があがるほど個人内分散が有意に低下

した(p=0.0146)。 

②女性では、たんぱく質の習慣的摂取量は

年齢階級があがるほど低下した。85 歳以上

になると推定平均必要量未満の者が若干み

られた。脂肪エネルギー比率は、年齢階級

があがるほど、個人間変動（分布の幅）が

大きくなり、目標量の上限値以上の者、下

限値未満の者の割合が増加した。食塩は、

年齢階級があがるほど、目標量未満の者の

割合が増加した。65 歳頃には、約 90％は目

標量以上であり、それが徐々に減少し、85

歳頃では 80％程度であった。年齢階級があ

がるほど個人内分散が有意に低下した

(p=0.0424)。カリウムでは、年齢階級が上

昇するに従い、摂取量が減少し、85 歳では

目安量を下回る者が 10％程度みられた。年

齢階級があがるほど個人内分散が有意に低

下した(p=0.0453)。カルシウムも年齢階級

が上昇するに従い摂取量が減少しており、

65 歳頃は推定平均必要量未満の者が約

25％程度存在した。摂取量は年齢階級があ

がると減少しているが、70 歳以上の推定平

均必要量が低く設定されているため、必要

量未満の者の割合はそれほど変化しなかっ

た。 

 

Ｄ．考察 

 AGEVAR MODE 法を高齢者に対応して

作成されたプログラムにより、高齢者の各

栄養素の習慣的摂取量が確認された。その

結果、性別、年齢階級により、摂取量が異

なること、さらに、栄養素により個人間変

動、個人内変動に違いがあることが明らか

になった。特に、個人内変動が有意に低下

する栄養素があることが明らかになった。

さらに、習慣的摂取量のパーセンタイル曲

線の分布に、食事摂取基準の値を重ねて検

討することにより、不足・過剰摂取の者の

割合を推定することができる。なお、男性

と女性で、年齢階級と習慣的摂取量との関

連の傾向が異なった背景には、対象者が独

居高齢者であることが考えられる。すなわ

ち、男性において、高齢期にひとりで生活

する者は、食生活が自立できている者であ

ることは本研究における過去の解析からも

考察されている。今後の課題は、独居以外

の集団における検討が必要である。 

 

Ｅ．結論 

 高齢者の各栄養素の習慣的摂取量を確認

した結果、性別、年齢階級により、摂取量

が異なること、また、栄養素により個人間

変動、個人内変動に違いがあることが明ら

かになった。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし  

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

なし 

2．学会発表 

なし 
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Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

  なし 

2．実用新案登録 

  なし 

3．その他 

  なし 
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表１　対象者の特徴

年齢 歳

人数 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

53 32.9 36 22.4 36 22.4 36 16.8 9 5.6 ｐ 71 21.4 91 27.4 77 23.2 65 19.6 28 8.4 ｐ

居住地 TN町 2 3.8 2 5.6 1 2.8 1 3.7 0 0.0 0.708 4 5.6 8 8.8 9 11.7 7 10.8 7 25.0 0.340

K S市 3 5.7 2 5.6 5 13.9 2 7.4 1 11.1 11 15.5 17 18.7 22 28.6 15 29.1 4 14.3

SK市 22 41.5 11 30.6 17 47.2 10 37.0 1 11.1 20 28.2 21 23.1 16 20.8 12 18.5 6 21.4

H T町 14 26.4 13 36.1 5 13.9 7 25.9 6 66.7 15 21.1 21 23.1 13 16.9 14 21.5 9 32.1

TW 市 9 17.0 7 19.4 6 16.7 6 22.2 1 11.1 13 18.3 18 19.8 10 13.0 11 16.9 2 7.1

TK町 3 5.7 1 2.8 2 5.6 1 3.7 0 0.0 8 11.3 6 6.6 7 9.1 6 9.3 0 0.0

フレイル得点（介護予防チェックリスト）

(15 点満点) ≥  4 points 11 20.8 6 16.7 9 25.0 7 26.0 2 22.2 0.898 10 14.1 11 12.1 20 26.0 22 33.9 10 35.7 0.002

<  4 points 42 79.3 30 83.3 27 75.0 20 74.1 7 77.8 61 85.9 80 78.9 57 74.1 43 66.2 18 64.3

飲酒習慣 ほぼ飲まない 17 82.1 13 36.1 19 52.8 11 40.7 5 55.6 0.133 44 62.0 62 68.1 56 72.7 51 78.5 25 89.3 0.222

（１日あたり） １合未満 10 18.9 7 19.4 7 19.4 10 37.0 3 33.4 19 26.8 19 20.9 15 19.5 11 16.9 2 7.1

１-２ 合 17 32.1 7 19.4 8 22.2 4 17.8 1 11.1 8 11.3 7 7.7 4 5.2 3 4.6 1 6.6

２ 合以上 9 17.0 9 25.0 2 5.6 2 7.4 0 0.0 0 0.0 9 3.3 2 2.6 0 0.0 0 0.0

ｐ：χ2検定

男性（n= 161） 女性（n= 332)

70-74 75-79 80-84 85-9065-69 70-74 75-79 80-89 85-90 65-69
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【たんぱく質】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.9519

個人内分散のトレンドP= 0.1659

B ox-C ox変換：λ= 0.25 B ox-C ox変換：λ= 0.25 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.5600
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【たんぱく質】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.4509

個人内分散のトレンドP= 0.1364

B ox-C ox変換：λ= 0.65 B ox-C ox変換：λ= 0.65 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2076
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【脂肪エネルギー比率】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.3569

個人内分散のトレンドP= 0.5793

B ox-C ox変換：λ= 0.75 B ox-C ox変換：λ= 0.75 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.3465
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【脂肪エネルギー比率】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.0923

個人内分散のトレンドP= 0.0768

B ox-C ox変換：λ= 0.75 B ox-C ox変換：λ= 0.75 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0624
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【食塩】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7387

個人内分散のトレンドP= 0.2817

B ox-C ox変換：λ= 0.5 B ox-C ox変換：λ= 0.5 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.4062
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【食塩】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.4568

個人内分散のトレンドP= 0.0424

B ox-C ox変換：λ= 0.35 B ox-C ox変換：λ= 0.35 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1451
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【カリウム】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7129

個人内分散のトレンドP= 0.0043

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0561
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【カルシウム】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.2905

個人内分散のトレンドP= 0.0146

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.6707
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミンA】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7005

個人内分散のトレンドP= 0.0004

B ox-C ox変換：λ= 0.1 B ox-C ox変換：λ= 0.1 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2036
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン D 】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.4541

個人内分散のトレンドP= 0.4695

B ox-C ox変換：λ= 0.2 B ox-C ox変換：λ= 0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.3924
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン D 】（女性）
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B ox-C ox変換：λ= 0.2 B ox-C ox変換：λ= 0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2211
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン E】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.0928

個人内分散のトレンドP= 0.0323

B ox-C ox変換：λ= -0.2 B ox-C ox変換：λ= -0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0247
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン E】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.0107

個人内分散のトレンドP= 0.1859

B ox-C ox変換：λ= 0.1 B ox-C ox変換：λ= 0.1 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0117
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン K】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.6212

個人内分散のトレンドP= 0.3540

B ox-C ox変換：λ= 0.15 B ox-C ox変換：λ= 0.15 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.9854
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン K】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.0797

個人内分散のトレンドP= 0.0575

B ox-C ox変換：λ= 0.2 B ox-C ox変換：λ= 0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0335
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン B 1】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.2473

個人内分散のトレンドP= 0.0008

B ox-C ox変換：λ= 0.2 B ox-C ox変換：λ= 0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.5378
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン B 1】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.3147

個人内分散のトレンドP= 0.1367

B ox-C ox変換：λ= 0.25 B ox-C ox変換：λ= 0.25 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1695
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン B 2】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.3265

個人内分散のトレンドP= 0.0000

B ox-C ox変換：λ= 0 B ox-C ox変換：λ= 0 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1157
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン B 2】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.8690

個人内分散のトレンドP= 0.9325

B ox-C ox変換：λ= 0.4 B ox-C ox変換：λ= 0.4 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.9333
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン B 6】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.8339

個人内分散のトレンドP= 0.2637

B ox-C ox変換：λ= 0.55 B ox-C ox変換：λ= 0.55 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.4583
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン B 6】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.7968

個人内分散のトレンドP= 0.6728

B ox-C ox変換：λ= 0.75 B ox-C ox変換：λ= 0.75 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.6887
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ナイアシン】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.9279

個人内分散のトレンドP= 0.1747

B ox-C ox変換：λ= 0.25 B ox-C ox変換：λ= 0.25 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.4643
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ナイアシン】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.7231

個人内分散のトレンドP= 0.9577

B ox-C ox変換：λ= 0.4 B ox-C ox変換：λ= 0.4 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.8074
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【葉酸】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.4288

個人内分散のトレンドP= 0.0049

B ox-C ox変換：λ= -0.1 B ox-C ox変換：λ= -0.1 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.3733
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【葉酸】（女性）
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【パントテン酸】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.8101

個人内分散のトレンドP= 0.0035

B ox-C ox変換：λ= 0.25 B ox-C ox変換：λ= 0.25 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2054
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【パントテン酸】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.4274

個人内分散のトレンドP= 0.0527

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.7435
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビオチン】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.8118

個人内分散のトレンドP= 0.0427

B ox-C ox変換：λ= 0.05 B ox-C ox変換：λ= 0.05 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.5526
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビオチン】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.1305

個人内分散のトレンドP= 0.0222

B ox-C ox変換：λ= 0.1 B ox-C ox変換：λ= 0.1 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.9121
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン C】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.0206

個人内分散のトレンドP= 0.1673

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2475
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2.5%, 50%, 97.5%曲線を挟む上下の線は
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ビタミン C】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.0547

個人内分散のトレンドP= 0.6335

B ox-C ox変換：λ= 0.4 B ox-C ox変換：λ= 0.4 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0791
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【カリウム】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7129

個人内分散のトレンドP= 0.0043

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0561
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2.5%, 50%, 97.5%曲線を挟む上下の線は

標準誤差（ 68%信頼区間）
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【カリウム】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.7295

個人内分散のトレンドP= 0.0453

B ox-C ox変換：λ= 0.65 B ox-C ox変換：λ= 0.65 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1909

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

習慣的摂取量のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

目安量

2.5%, 50%, 97.5%曲線を挟む上下の線は

標準誤差（ 68%信頼区間）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

個人間分散と個人内分散（ 変換値）

個人間分散 個人内分散

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

個人内／個人間分散比（ 変換値）

個人内／個人間分散比 ±標準誤差

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

１ 日摂取量のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

変換値（ 習慣的） のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

変換値（ １ 日） のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%



51 

 

 

 

 

 

 

 

 

A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【カルシウム】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.2905

個人内分散のトレンドP= 0.0146

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.6707
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【マグネシウム】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.6322

個人内分散のトレンドP= 0.3349

B ox-C ox変換：λ= 0.05 B ox-C ox変換：λ= 0.05 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.9217
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【マグネシウム】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.6204

個人内分散のトレンドP= 0.0853

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2111
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【リン】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.3114

個人内分散のトレンドP= 0.3265

B ox-C ox変換：λ= 0.3 B ox-C ox変換：λ= 0.3 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.7573
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【リン】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.1736

個人内分散のトレンドP= 0.0076

B ox-C ox変換：λ= 0.75 B ox-C ox変換：λ= 0.75 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0205
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【鉄】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7635

個人内分散のトレンドP= 0.0394

B ox-C ox変換：λ= -0.25 B ox-C ox変換：λ= -0.25 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.4540

0

5

10

15

20

25

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

習慣的摂取量のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

EAR

2.5%, 50%, 97.5%曲線を挟む上下の線は

標準誤差（ 68%信頼区間）

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

0.035

0.04

0.045

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

個人間分散と個人内分散（ 変換値）

個人間分散 個人内分散

0

0.5

1

1.5

2

2.5

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

個人内／個人間分散比（ 変換値）

個人内／個人間分散比 ±標準誤差

0

5

10

15

20

25

30

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

１ 日摂取量のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

0

0.5

1

1.5

2

2.5

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

変換値（ 習慣的） のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

0

0.5

1

1.5

2

2.5

65 70 75 80 85

年齢（ 歳）

変換値（ １ 日） のパーセンタイル曲線

97.5%

90%

75%

50%

25%

10%

2.5%

A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【鉄】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.1564

個人内分散のトレンドP= 0.9870

B ox-C ox変換：λ= 0.15 B ox-C ox変換：λ= 0.15 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.2994
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【亜鉛】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7710

個人内分散のトレンドP= 0.1510

B ox-C ox変換：λ= 0.05 B ox-C ox変換：λ= 0.05 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.7183
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【亜鉛】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.7234

個人内分散のトレンドP= 0.0472

B ox-C ox変換：λ= 0.05 B ox-C ox変換：λ= 0.05 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.5461
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【銅】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7424

個人内分散のトレンドP= 0.0000

B ox-C ox変換：λ= -0.2 B ox-C ox変換：λ= -0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1234
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【マンガン】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.0985

個人内分散のトレンドP= 0.5270

B ox-C ox変換：λ= -0.35 B ox-C ox変換：λ= -0.35 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.4458
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【マンガン】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.1592

個人内分散のトレンドP= 0.3742

B ox-C ox変換：λ= -0.2 B ox-C ox変換：λ= -0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1264
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ヨウ素】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.3625

個人内分散のトレンドP= 0.6473

B ox-C ox変換：λ= -0.1 B ox-C ox変換：λ= -0.1 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.3643
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【ヨウ素】（女性）
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B ox-C ox変換：λ= -0.1 B ox-C ox変換：λ= -0.1 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.1341
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【セレン】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.7018

個人内分散のトレンドP= 0.5373

B ox-C ox変換：λ= 0.25 B ox-C ox変換：λ= 0.25 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.5951
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【セレン】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.5056

個人内分散のトレンドP= 0.9116

B ox-C ox変換：λ= 0.35 B ox-C ox変換：λ= 0.35 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.5740
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【クロム】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.4158

個人内分散のトレンドP= 0.5495

B ox-C ox変換：λ= 0.4 B ox-C ox変換：λ= 0.4 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.3891
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【クロム】（女性）

個人間分散のトレンドP= 0.1502

個人内分散のトレンドP= 0.0085

B ox-C ox変換：λ= 0.45 B ox-C ox変換：λ= 0.45 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.0380
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A G EVA R  M O D Eによる習慣的摂取量の分布推定【モリブデン】（男性）

個人間分散のトレンドP= 0.0746

個人内分散のトレンドP= 0.0258

B ox-C ox変換：λ= 0.2 B ox-C ox変換：λ= 0.2 個人内／個人間分散比のトレンドP= 0.6647
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研究要旨 

国民健康・栄養調査などの食事データを基に、集団としての食事の適切性を評価するこ

とを目的として、１日調査から得られたデータに、他の集団から得られた個人内／個人間

分散比を適用することが検討されている。そのためには、個人内／個人間分散比が地域や

季節ごとに大きく異ならないという前提が必要となる。本研究では、21か所で４季節にお

いて実施された非連続３日間調査の食事調査データを再解析し、それぞれの分散比を提示

した。 

さらに、国民健康・栄養調査等において行われる生活習慣調査について、オンラインで

の回答方法が地域住民においてどの程度受け入れられるかを検証するために、A地域におい

て試行実験を行った。その結果、従来の紙への記入ではなく、オンラインでの回答を自ら

選択する者は限定的であった。 

 

Ａ．研究目的 

国民健康・栄養調査や都道府県健康・栄

養調査においては、集団としての食事の適

切性を評価するためには、複数日の調査に

よって「習慣的摂取量」の分布を求めて、

食事摂取基準に基づき EAR カットポイント

法を適用することが望ましい。しかし、１

日のみの調査しか行うことができないこと

も多い。そこで、他の集団から得られた個

人内／個人間分散比を、年齢による関数と

して外挿することにより、当該集団におけ

る分布を推定し、摂取不足や過剰などの高

リスク者の割合を推定することが検討され

ている。そのためには、個人内／個人間分

散比が地域や季節ごとに大きく異ならない

という前提が必要となる。そこで本研究で

は、21か所で４季節において実施された非

連続３日間の食事調査データを再解析し、

それぞれの分散比を提示し、どの程度のバ

ラツキがあるのかを検討した。 

一方、国民健康・栄養調査等において行

われる生活習慣調査については、食事記録

調査とは異なり、自記式質問紙や面接によ

らなくても、オンラインでの回答による調

査も可能である。しかし、実際に地域の住

民が、コンピュータリテラシー等の観点か

ら、従来の方法よりも、オンラインによる

回答を選択するかは不明である。そこで、

国民健康・栄養調査における「生活習慣調

査」を例として、ある地域においてオンラ

イン調査の受け入れ状況を検証するための

試行実験を行った。 
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Ｂ．方法 

１）栄養素等摂取量の個人内／個人間変動

に関わる地域間差及び季節間差の検討 

 2003～2006 年に全国 29 カ所において、

国民健康・栄養調査方式による栄養素等摂

取量調査を、４季節×連続しない 3 日間実

施した（各地域、概ね 25～30 世帯を対象と

した）。研究分担者らはそのデータの一部を

用いて、栄養素摂取状況の季節差及び習慣

的摂取量の分布を推定し発表した

（Ishiwaki A, et al: JNSV 2007）。本分担

研究課題においては、この調査を実施した

青森県内の地域において、同様の方法で栄

養素等摂取量調査を行い（平成 30 年度）、

以前のデータとの比較を含めて、解析を行

うことを予定している。 

 また、現時点でデータが利用可能であっ

た 21 地域（26,695record（３日間×４季節））

について、以下のようにデータを再解析し

た。①性・年齢階級（食事摂取基準の年齢

区分による）、季節別に、個人内／個人間分

散比を算出した。なお、正規化の方法とし

て、最良べき乗変換を用い、変換後の値を

用いて分散分析を行った。②地域間差を検

討するために、年齢階層を限定（Ishiwaki A

らの検討 1)と同様に 50-69 歳男女とした）

し、個人間／個人内分散比を算出した。 

 

２）国民健康・栄養調査等の生活習慣調査

のオンライン実施に関する試行的検討 

調査フィールドは、自治体の協力が得ら

れた秋田県 A 町とした。自治体と研究分担

者が所属する大学の合同調査として、以下

の住民を対象として、平成 28 年国民健康・

栄養調査で用いられた「生活習慣質問票」

を用いて調査を試行した。調査対象は、実

行可能性を優先し、A 町に登録されている

保健推進員がいる 255 世帯（成人家族 1～6

名；計 804 名）とした。255 世帯を無作為

に下記の２群に分けた。 

Ａ群：通常の調査同様、紙の調査票に記

入してもらい回収した。 

Ｂ群：オンライン調査または従来の紙で

の調査票を、世帯の構成員がそれぞれ自由

に選択できるようにした。なお、オンライ

ン調査回答に必要なＩＤとパスワード、操

作ガイドは「インターネット回答の利用者

情報」（参考資料 1 参照）、「インターネ

ット回答の操作ガイド」（参考資料 2 参照）

として、個人毎に紙で配布した。 

以上の配布は各世帯への郵送により行い、

紙の調査票での回収は、世帯分をまとめて

郵送（ただし、各個人の調査票は個別封筒

に入れて封をする）とした。オンライン調

査で回答した場合には、個人毎に送信され

た回答データを回収した。なお、郵送によ

る調査票の到着から、回答締め切りまでの

期間は約 10 日間とした。 

本試行実験の実施にあたっては、青森県

立保健大学研究倫理委員会の審査・承認を

得た。 

 

Ｃ．結果 

 １）栄養素等摂取量の個人内／個人間変

動に関わる地域間差及び季節間差の検討 

 ①性・年齢階級、季節別に、個人内／個

人間分散比を示した（表１）。小児期におい

ては年齢区分の幅が小さく、サンプルサイ

ズが小さいことから数値にバラツキがある

が、18 歳以降では、たんぱく質では男女と

もに 18～29 歳で分散比が一番大きく、おお

よそ年齢とともに小さくなった。一方、脂

質では男性では 30～49 歳で、女性では 18

～29 歳で最も分散比が最も大きくなり、年

齢とともに小さくなった。一方、季節によ

っても違いがみられた。 
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表１　性・年齢別・季節別の個人内／個人間分散比　（主栄養素）

対象者数 たんぱく質 　脂質

男性 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬

1~ 2歳 17 10 11 13 1.41 3.61 2.88 0.54 1.06 2.62 6.74 8.20 1.04 1.63

3~ 5歳 24 17 17 16 1.62 1.37 1.35 1.04 1.78 1.23 1.62 5.97 1.14 0.65

6~ 7歳 27 24 27 31 2.83 `- 1.58 1.43 2.19 1.73 13.80 0.72 1.07 1.33

8~ 9歳 24 16 18 20 2.08 4.19 2.14 1.81 1.10 1.96 1.64 2.44 2.28 1.02

10~ 11歳 22 22 19 18 1.29 0.73 1.35 1.56 0.90 1.88 1.90 2.46 1.44 0.72

12~ 14歳 30 33 29 27 2.45 3.75 1.46 1.23 2.60 2.41 2.29 1.22 2.51 1.95

15~ 17歳 38 38 35 33 1.30 1.67 2.05 0.65 0.50 1.72 2.95 3.53 0.81 0.75

18~ 29歳 79 73 65 66 2.26 1.27 3.13 1.63 2.28 2.23 1.22 2.81 4.02 1.86

30~ 49歳 226 210 192 193 2.05 1.43 1.95 1.55 1.43 2.69 2.57 2.35 1.70 2.15

50~ 69歳 436 467 436 430 1.76 1.29 1.25 1.32 0.86 2.38 1.82 1.80 2.13 1.39

70歳以上 130 141 142 146 1.11 0.85 0.89 0.88 0.51 1.42 1.49 1.41 1.34 0.63

女性 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬

1~ 2歳 22 11 11 14 1.69 1.40 3.11 0.97 1.72 2.99 3.89 4.27 1.80 2.04

3~ 5歳 31 26 21 29 1.77 1.26 2.23 1.46 1.87 2.25 1.02 1.52 1.38 1.37

6~ 7歳 19 16 11 11 3.66 13.81 1.68 `- 0.94 3.08 4.32 0.95 3.74 1.13

8~ 9歳 20 19 15 16 1.74 2.17 0.90 1.22 1.83 2.65 1.74 2.05 4.39 2.09

10~ 11歳 15 13 12 13 2.38 2.70 4.18 1.87 2.43 2.51 `- 12.24 1.66 2.57

12~ 14歳 42 38 37 33 1.55 1.47 1.27 1.40 1.52 2.52 2.06 1.91 3.27 2.37

15~ 17歳 40 42 38 31 0.89 0.80 0.68 0.51 1.38 1.52 0.99 1.93 0.65 1.17

18~ 29歳 134 133 116 125 2.11 1.19 1.09 1.98 1.54 2.88 1.93 1.63 2.20 4.25

30~ 49歳 237 218 207 198 1.60 1.38 1.53 1.38 1.18 2.30 2.87 1.67 1.90 1.73

50~ 69歳 545 572 559 540 1.67 1.41 1.09 1.22 0.97 2.42 1.97 1.78 2.22 1.60

70歳以上 157 158 149 160 0.93 0.73 0.52 0.67 0.82 1.39 0.95 0.91 1.34 1.24

表２　調査地域別・季節別の個人内／個人間分散比　（エネルギー及び主栄養素）

対象者数* エネルギー たんぱく質 脂質

地域ブロック** 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬

東北 HR 37 34 34 37 36 1.11 0.76 1.56 0.81 1.32 0.47 0.33 0.33 0.42 0.62 1.29 0.98 0.92 0.97 1.54

NI 43 41 42 43 42 0.87 0.61 1.22 0.65 0.48 0.83 0.64 0.56 0.67 0.54 1.82 1.75 0.98 1.58 0.80

HN 32 31 32 31 31 0.77 1.07 0.57 0.93 0.35 0.99 0.95 0.95 0.89 0.70 1.23 3.91 0.97 1.32 0.95

OB 43 39 39 43 38 0.63 0.63 0.40 0.74 0.53 0.81 0.43 0.61 0.91 0.68 0.86 0.61 0.70 0.95 0.87

関東Ⅱ TC 36 32 32 36 34 0.61 0.40 0.84 0.57 0.51 0.41 0.38 0.62 0.26 0.52 1.03 0.96 1.33 1.27 0.71

TA 45 41 42 40 45 0.90 0.82 1.46 0.95 0.68 1.11 1.02 1.16 1.37 0.94 1.93 2.80 4.13 1.07 1.27

KR 38 37 37 38 37 1.17 0.77 1.07 0.86 1.20 0.99 0.61 0.88 0.44 0.75 1.90 1.28 1.37 1.68 2.21

OK 25 20 25 20 20 0.29 0.82 0.24 0.14 0.37 0.43 0.35 0.34 0.24 0.42 0.77 1.50 0.45 0.82 0.84

関東Ⅰ MD 68 67 67 68 67 1.16 1.01 1.03 1.15 0.82 0.90 0.58 0.77 0.76 0.61 1.43 1.59 1.02 1.74 1.10

SD 34 32 34 32 33 1.18 0.99 0.59 4.38 0.51 0.64 0.42 0.49 0.79 0.31 1.52 1.13 1.00 2.35 0.97

HT 46 42 46 43 43 0.95 0.59 1.19 0.44 0.67 0.83 0.54 0.56 0.42 0.85 1.39 0.66 1.46 0.74 1.16

東海 HI 69 55 69 49 49 0.66 0.53 0.61 0.67 0.42 0.53 0.50 0.52 0.30 0.47 1.59 1.04 0.95 2.04 5.25

TD 59 58 55 57 59 2.70 0.98 1.74 2.00 1.11 1.90 0.85 1.94 1.28 0.95 3.03 1.12 1.87 1.78 1.37

OM 45 39 45 36 28 0.49 0.44 0.30 1.43 0.21 0.46 0.34 0.45 1.00 0.30 0.93 1.06 0.89 - 0.22

中国 YT 42 42 39 39 40 0.86 0.99 0.96 0.69 0.63 0.75 0.52 0.58 0.42 0.84 1.28 1.29 1.34 0.81 1.76

四国 TS 30 30 29 30 29 1.27 1.79 0.70 0.51 0.79 1.28 0.90 0.82 1.00 1.18 2.52 3.22 1.78 1.12 1.35

MY 125 125 122 116 116 0.98 0.75 0.34 0.70 0.82 0.75 0.50 0.25 0.64 0.51 1.07 1.11 0.37 0.93 1.00

SZ 17 16 17 17 16 0.49 0.21 0.62 0.61 0.25 0.52 0.37 0.34 0.58 0.37 1.11 0.74 0.97 0.51 1.54

北九州 MK 48 45 46 46 48 0.93 1.47 0.63 0.76 0.92 0.82 0.51 1.23 0.44 1.23 2.23 1.79 1.37 2.47 3.23

OK 44 39 40 44 40 0.87 0.95 0.62 0.86 1.06 0.55 0.50 0.42 0.38 0.75 1.48 1.17 0.86 1.81 2.22

南九州 TK 44 43 44 43 38 1.59 1.71 0.65 1.20 1.24 1.30 4.20 0.63 0.63 0.85 1.76 2.08 1.48 1.09 2.44

平均 0.98 0.87 0.83 1.00 0.71 0.82 0.73 0.69 0.66 0.68 1.53 1.51 1.25 1.35 1.56

中央値 0.90 0.82 0.65 0.76 0.67 0.81 0.51 0.58 0.63 0.68 1.43 1.17 1.00 1.19 1.27

25パーセンタイル 0.66 0.61 0.59 0.65 0.48 0.53 0.42 0.45 0.42 0.51 1.11 1.04 0.92 0.95 0.95

75パーセンタイル 1.16 0.99 1.07 0.95 0.92 0.99 0.64 0.82 0.89 0.85 1.82 1.75 1.37 1.75 1.76

*50～69歳男女   **国民健康・栄養調査の区分による
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②地域別、季節別に個人内／個人間分散比

を示した（表２，３）。サンプルサイズが小

さい場合のデータには注意する必要がある

が、地域差がみられた。個人内／個人間分

散比の地域間のバラツキとしての４分位範

囲も小さくなく、25 と 75 パーセンタイル

値で約 1.5～2 倍程度の差がみられた。地域

特性によって、季節間での変動パターンも

異なっており、一定の傾向にはなかった。 

 

２）国民健康・栄養調査等の生活習慣調査

のオンライン実施に関する試行的検討 

 2018 年３月に実施し、A 群（従来の紙の

調査票）では 398 名中 301 名の調査票が返

送された（応答率 75.6％）。また B 群（オ

ンラインまたは紙の調査票）では 406 名中

17 名はオンライン調査で（応答率 4.2％）、

270 名は紙の調査票で（応答率 66.5％）の

回答があった。なお、両群の回答内容及び

年齢別の傾向等の分析については今後実施

する。 

Ｄ．考察 

１）栄養素等摂取量の個人内／個人間変動

に関わる地域間差及び季節間差の検討 

 栄養素等摂取量の個人内／個人間分散比

については、成人期における報告は多いが、

１歳からの幼児期を含めて比較的狭い年齢

区分での小児期に関する報告は少ない。本

報告によりそれらの年齢階層において、成

人とどの程度、分散比が異なるのかを示す

ことができた。ただし、成人～高齢者と比

較して、各年齢区分におけるサンプルサイ

ズが小さいこと、保育所や学校給食におけ

る摂取量の把握方法が、個別的に詳細には

行えていないことについて注意が必要であ

る。 

 すなわち、保育所や学校給食における摂

取量をどのように把握・評価するかについ

ては、国民健康・栄養調査においても検討

がなされ、調査方法も変更がなされてきた。

今回の調査については、当時の国民健康・

表３　調査地域別・季節別の個人内／個人間分散比　（微量栄養素）

ナトリウム カルシウム 鉄 ビタミンC

地域ブロック** 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬 通年 春 夏 秋 冬

東北 HR 1.69 0.64 1.91 2.37 1.76 1.31 0.78 1.19 1.27 1.44 1.25 0.52 1.27 2.47 1.40 1.85 2.17 1.26 1.02 2.23

NI 3.26 0.96 2.29 2.00 3.10 1.93 1.05 3.88 1.66 1.79 2.59 1.28 2.49 1.90 1.57 1.85 0.61 1.43 1.94 1.10

HN 3.40 2.49 2.27 4.07 0.99 2.30 7.58 1.44 2.61 1.45 2.51 5.26 1.39 2.52 1.24 1.52 1.58 0.98 1.22 1.05

OB 1.28 0.63 0.83 1.88 0.94 1.67 1.47 1.14 0.66 1.01 1.39 0.93 0.67 1.33 0.85 1.18 2.08 0.80 0.64 0.53

関東Ⅱ TC 1.58 0.86 2.46 2.00 1.34 1.73 2.42 1.82 1.34 0.66 0.75 0.55 0.73 0.69 0.87 0.89 0.77 1.34 0.51 1.19

TA 1.54 1.00 1.22 2.07 1.09 3.32 4.17 3.54 3.01 1.58 2.21 4.11 0.07 1.62 - 3.09 3.12 1.60 1.66 2.11

KR 1.22 1.30 1.37 0.89 1.07 1.80 0.95 1.64 1.77 1.34 1.81 2.01 2.50 2.35 1.06 3.30 4.60 3.46 2.83 1.57

OK 0.90 1.25 0.72 0.99 0.71 0.91 4.34 0.36 0.85 4.40 1.09 1.20 0.68 1.28 1.25 0.67 0.50 0.69 0.88 0.42

関東Ⅰ MD 1.88 1.46 3.40 1.46 1.18 1.50 1.67 1.09 1.71 0.85 1.20 0.64 1.04 1.42 0.83 1.65 0.91 0.89 1.25 0.65

SD 0.98 0.69 0.90 1.72 0.85 1.64 1.17 0.81 1.88 1.23 1.83 0.33 1.35 2.19 0.79 0.74 1.11 0.71 0.46 0.46

HT 1.28 0.85 1.01 0.90 0.56 2.57 1.87 2.07 3.20 1.74 1.89 1.30 1.50 1.63 1.27 4.03 2.69 1.49 2.81 2.19

東海 HI 1.31 0.80 0.92 0.83 2.35 0.83 0.70 0.57 1.53 1.07 0.92 0.75 0.70 0.62 2.03 0.48 1.64 0.63 0.65 0.29

TD 3.14 1.71 1.49 3.26 1.04 2.27 1.23 2.82 0.97 1.11 2.45 1.05 1.92 1.85 1.15 1.62 1.57 1.37 0.72 1.12

OM 1.52 0.42 1.25 30.54 0.66 0.56 0.50 1.31 0.65 0.21 0.78 0.19 0.52 2.85 0.30 0.30 0.37 0.17 0.33 0.28

中国 YT 1.68 1.70 1.10 1.31 2.26 1.41 1.24 0.92 1.34 0.78 2.21 1.68 1.26 1.39 1.64 1.76 1.38 4.58 1.61 0.90

四国 TS 1.99 1.48 0.89 4.33 2.16 1.86 1.07 1.85 1.05 2.84 3.35 21.05 0.48 0.82 1.69 1.56 0.98 0.50 0.65 1.50

MY 1.39 1.53 0.70 0.80 0.93 1.01 1.02 0.38 0.63 0.71 1.50 1.68 0.68 1.29 1.14 1.57 1.78 0.46 1.17 1.00

SZ 2.04 0.84 2.55 1.50 1.12 1.50 0.69 1.61 0.52 1.46 2.06 0.08 1.10 1.97 - 1.14 1.28 0.86 0.72 0.48

北九州 MK 2.41 2.60 1.86 1.86 1.79 1.86 1.29 1.00 2.83 1.86 2.96 2.54 1.39 4.85 3.67 2.59 1.77 2.40 2.91 1.33

OK 3.24 2.74 1.99 3.08 2.91 1.34 1.44 0.77 0.89 1.63 2.37 4.68 0.28 1.40 2.81 1.25 1.26 0.69 0.74 0.83

南九州 TK 3.28 4.58 1.91 1.32 3.83 1.57 4.38 0.97 1.12 1.48 1.95 3.09 1.22 0.88 1.28 1.91 8.01 0.81 1.90 1.78

平均 1.95 1.45 1.57 3.29 1.55 1.66 1.95 1.48 1.50 1.46 1.86 2.62 1.11 1.78 1.41 1.66 1.91 1.29 1.27 1.10

中央値 1.68 1.25 1.37 1.86 1.12 1.64 1.24 1.19 1.34 1.44 1.89 1.28 1.10 1.62 1.25 1.57 1.57 0.89 1.02 1.05

25パーセンタイル 1.31 0.84 0.92 1.31 0.94 1.34 1.02 0.92 0.89 1.01 1.25 0.64 0.68 1.29 0.97 1.14 0.98 0.69 0.65 0.53

75パーセンタイル 2.41 1.70 1.99 2.37 2.16 1.86 1.87 1.82 1.77 1.63 2.37 2.54 1.39 2.19 1.60 1.85 2.08 1.43 1.66 1.50

*50～69歳男女   **国民健康・栄養調査の区分による
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栄養調査方式 2)に準じ、提供された「給食」

をどの程度摂取したのかについては、保育

所では「食べた」か「食べなかった」かの

記入、小学校及び中学校給食については、

「主食（ご飯、パン、めん等）」「おかず」

「牛乳」に区分してそれぞれ、標準的な量

に対して残しやお替りのおおよその量を把

握した上で、「〇人分」食べたという情報を

得ている。したがって、実際の摂取実態よ

りも、個人内・個人間ともに変動を過小評

価するような調査方法となっている。 

 栄養素等摂取量の個人内／個人間分散比

の地域間差や季節間差についても、小さく

ないことが確認された。今後、ある一つの

年齢依存的な個人内／個人間分散比の関数

を用いて、ある特定の地域から得られた１

日間の摂取量データから習慣的な摂取量分

布を推定する際には、地域や季節によって

その適合性（fitness）の度合いが変わって

くる可能性がある。来年度の検討では、今

回検討した各地域において、fitness の度合

いがどの程度異なるものかを検討する必要

もあろう。 

 今回解析に用いたデータセットは、おお

よそ 15 年前に収集されたものである。現在

では、地域における食環境も変わり、摂取

実態も大きく変わってきているかもしれな

い。そこで、同一の地区において、約 15 年

前のデータと比較出来るよう、調査を実施

する準備を進めている。 

 

２）国民健康・栄養調査等の生活習慣調査

のオンライン実施に関する試行的検討 

 今回の予備的な検討では、従来の紙の調

査票に記入し返信用封筒で返送する回答作

業と比較して、コンピュータやスマートフ

ォン・タブレット端末で回答することを自

ら選択する者の割合は極めて限定的である

ことが分かった（B 群でそれぞれ 270 名、

17 名）。また、回答を２つの方法から選べ

る（＝B 群）ようにした場合、従来法（紙

の１方法のみ;A 群）と比較して応答率が改

善することもなかった（それぞれ 70.1%、

75.6%）。 

 従来法と比べて、オンラインでの入力方

法の解説を読み、ID やパスワードを確認し

て入力作業を行うことへの負担感があった

のかもしれない。今後、さらに今回のデー

タ解析を進めるとともに、他の地域におい

ても試行実験を行うことが必要かもしれな

い。特に今回の調査では、比較的過疎の自

治体において、住民からの無作為抽出では

なく、健康推進員の世帯を対象とした。こ

のことによるバイアスに関して、今後の解

析で検討することが必要である。 

 

Ｅ．結論 

国民健康・栄養調査や県民健康・栄養調

査等において、集団としての食事摂取の適

切性を評価する手法を開発するための基礎

データを検討した。すなわち、21 地域にお

いて実施された非連続３日間×４季節の国

民健康・栄養調査方式による食事データを

再解析し、個人内／個人間分散比について、

年齢、地域、季節によるバラツキの大きさ

を確認した。このことを踏まえて、今後、

統計モデルを適用するための留意点などを

検討する必要がある。 

生活習慣調査票の回答をオンラインで行

うことについては、現時点までの解析では、

応答率の改善への効果は薄いと考えられた。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 なし。 



67 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

 なし。 
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参考資料 1：インターネット回答の利用者情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    あなたの利用者情報は、次のとおりです。 

 

       調査対象者 ID 

         （ID） 

 

       パスワード 

       （Password） 

 

    インターネット回答は、同封されている 

    「インターネット回答の操作ガイド」に沿って行なってください。 

 

※この利用者情報は、第三者には渡らないように取り扱いなどには十分ご注意ください。 

※本紙は、セキュリティ確保のため、原則、再発行いたしません。 

 

 

 

 

●●●●● 

●●●●● 
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参考資料 2：インターネット回答の操作ガイド 
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平成29年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

子育て世帯の食料困窮の頻度と栄養摂取状況に関する検証 

 

研究分担者 須賀 ひとみ（東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野） 

   

研究要旨 

平成26年国民健康・栄養調査のデータを用いて、世帯が経済的理由による食品の買い控

えを経験した頻度と15歳以下の世帯員の栄養素摂取状況との関連を検証した。経済的理由

による食品の買い控えを多く経験した世帯の世帯員では男女で葉酸とビタミンCの摂取量

が有意に少なく、女子ではカルシウムの摂取量が有意に少なかった。 

 

Ａ．研究目的 

世帯の社会経済的状況と子どもの食生活

については、野菜・果物類、葉酸、ビタミ

ン C の摂取と社会経済状況との関連が先行

研究によって指摘されている 1–3)。 

平成 26 年国民健康・栄養調査（以下 H26

国調）では、経済的理由による食品の買い

控えの頻度に関する調査が行われ、20 歳以

上の対象者について、経済的理由による食

品の買い控えの頻度別に栄養素摂取量の集

計が行われている 4)。しかしながら、19 歳

以下の対象者についての集計は行われてい

ない。社会経済的状況によって不足または

過剰となりやすい栄養素、またその程度は、

経済的に困難な環境にある子どもの支援を

行う基礎データとして重要である。本研究

では、H26 国調のデータを用いて、経済的

理由による食料の買い控えと子どもの栄養

摂取状況との関連を検証する。 

 

Ｂ．方法 

H26 国調に協力を得られた世帯に住む

15 歳以下の子ども 949 名のうち、データに

欠損のある 54 名を除外した 895 名を解析

対象とした。対象者が居住する世帯の代表

者による生活状況調査の問 2（過去１年間

に経済的理由で食料購入を控えたまたは購

入できなかった頻度）の回答をもとに対象

者を 4 カテゴリ（よくあった～まったくな

かった）に分類した 4)。「世帯の代表者」と

は生活状況調査の問 10（世帯の年間収入）

に回答した世帯員とした 4)。各カテゴリに

属 す る 対 象 者 の 基 本 属 性 の 差 は

Mantel-Haenszel カイ 2 乗検定で比較した。

各カテゴリのエネルギー、栄養素摂取量の

平均値と 95％信頼区間は共分散分析を用

いて、年齢、世帯所得、世帯形態で調整し

て算出した。対象者の栄養素摂取量は密度

法によるエネルギー調整値を使用した。各

群間の栄養素摂取量平均値の傾向性検定を

「まったくなかった」群を対照として、共

分散分析で行った。 

 

Ｃ．結果 

 解析対象の895名のうち、416名（46.5％）

の世帯の代表者が過去 1 年間に経済的理由

による食品の買い控えを経験したことがあ

ると回答した。対象者の基本属性を表 1 に

示す。経済的理由によって食品の買い控え

を多く経験した世帯に住む対象者は全く経
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験していない世帯に住む対象者に比べ、世 帯年収が有意に低かった。 

 

 

 

 

 

 

経済的理由による食品の買い控えの頻度

別エネルギー、栄養素摂取量平均値を表 2

（男子）、表 3（女子）に示す。男女とも居

住世帯が経済的理由による食品の買い控え

を多く経験した群で葉酸とビタミン C の摂

取量が有意に少なく、エネルギー摂取量が

有意に多い結果を認めた。また、女子では

経済的理由による食品の買い控えを多く経

験した群でカルシウムの摂取量が有意に少

なく、ビタミン B2 の摂取量が有意に多か

った。 
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よくあった
(n = 35)

ときどきあった
(n = 66)

まれにあった
(n = 113)

まったく
なかった
(n = 226)

P  for
trend

エネルギー (kcal) 1783 1629 1600 1599 0.04
1666–1900 1547–1710 1535–1665 1555–1644

たんぱく質 (%E) 14.1 15.1 14.3 14.3 0.07
13.3–14.9 14.5–15.7 13.8–14.7 14.0–14.6

総脂肪 (%E) 30.6 29.3 28.2 29.0 0.26
28.5–32.7 27.8–30.8 27.1–29.4 28.2–29.8

炭水化物 (%E) 53.8 54.4 56.2 55.5 0.17
51.5–56.1 52.7–56.0 55.0–57.5  54.6–56.4 

カルシウム (mg/1000kcal) 301 345 312 342 0.03
265–337 318–371 292–332 327–356

鉄 (mg/1000kcal) 3.52 3.56 3.58 3.56 0.99
3.20–3.83 3.33–3.78 3.40–3.75 3.43–3.68

ビタミンA (μgRE/1000kcal) 244 281 277 325 0.06
174–315 230–332 237–316 297–353 

ビタミンE (mg/1000kcal) 3.20 3.47 3.17 3.28 0.04
2.81–3.60 3.18–3.75 2.95–3.39 3.13–3.44

ビタミンK (μg/1000kcal) 87.1 102 98.4 110 0.41
58.9–115 81.4–122 82.6–114 98.6–121

ビタミンB1 (mg/1000kcal) 0.46 0.48 0.45 0.46 0.55
0.42–0.50 0.45–0.51 0.43–0.48 0.44–0.48

ビタミンB2 (mg/1000kcal) 0.55 0.67 0.61 0.68 0.02
0.48–0.62 0.62–0.72 0.57–0.65 0.66–0.71

ビタミンB6 (mg/1000kcal) 0.56 0.57 0.53 0.53 0.17
0.51–0.61 0.53–0.60 0.50–0.56 0.51–0.55

ビタミンB12 (μg/1000kcal) 2.72 3.15 2.36 2.71 0.27
1.86–3.58 2.53–3.78 1.88–2.85 2.37–3.05

葉酸 (μg/1000kcal) 112 134 127 133 0.03
98.6–126 124–144 119–134 128–139

ビタミンC (mg/1000kcal) 33.1 43.6 39.1 45.3 0.004
24.3–41.8 37.3–49.9 34.2–44.0 41.8–48.8

表3. 経済的理由で食料の購入を控えたまたは購入できなかった経験別、エネルギーおよび栄養素摂取量平
均値と95％信頼区間 (女子)

経済的理由で食料の購入を控えたまたは購入できなかった経験

各群の摂取量平均値は共分散分析を用いて、年齢、世帯形態、世帯収入で調整し算出。
栄養素摂取量は密度法によるエネルギー調整を行った。
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Ｄ．考察 

 過去 1 年間に経済的理由による食品の買

い控えを多く経験した世帯に住む 15 歳以

下の子どもは、葉酸、ビタミン C の摂取量

が有意に少なかった。この結果は、先行研

究の結果と同様の結果であった 1–3)。男子の

カルシウムの摂取量は食品の買い控えの頻

度と有意な関連は認めなかったが、女子と

同様に買い控えの経験に応じて摂取量が少

ない傾向を認めている。社会経済状況によ

るこれらの栄養素の摂取量の格差を解消す

る対策が求められる。 

本研究の栄養素摂取量の比較は、年齢に

よる摂食量の差による影響を除くため、密

度法によるエネルギー調整値を用いて行っ

た。エネルギー摂取量については、年齢に

よる調整をして比較をしているが、年齢に

よる摂食量の差の影響が残っている可能性

があるため、結果の解釈には注意を要する。  

また、摂取量平均値から各群の栄養素摂

取の適切性の判断をすることは困難である

ことがある。栄養素摂取の適切性は個人の

習慣的栄養素摂取量と食事摂取基準を用い

て判断されるが、1 日食事記録法を用いて

いる国民健康・栄養調査では、食事摂取基

準を用いて栄養素摂取の適切性を判断する

ことができない。国民健康・栄養調査結果

を用いた栄養素摂取量の適切性の評価を可

能とする手法が必要となる。 

 

Ｅ．結論 

H26 国調のデータを用いて、世帯が経済

的理由による食品の買い控えを経験した頻

度と 15 歳以下の世帯員の栄養素摂取状況

との関連を検証した。食品の買い控えを多

く経験した世帯の世帯員では男女ともに葉

酸とビタミン C の摂取量が有意に少なかっ

た。また、女子ではカルシウムの摂取量が

有意に少なかった。一方で、摂取量平均値

から各群の栄養素摂取の適切性の判断をす

ることは困難であることから、国民健康・

栄養調査結果を用いて栄養素摂取量の適切

性の評価する手法が求められる。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 なし。 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

 なし。 
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食事バランスガイドをもとにした食事スコアと各種栄養素摂取量との関連 

 

研究分担者 村上 健太郎（東京大学大学院情報学環） 

   

研究要旨 

目的： 2012（平成 24）年国民健康・栄養調査データを用いて、食事バランスガイドをもと

にした食事スコアと各種栄養素摂取量との関連を検討した。 

方法：20歳以上の成人 26361人から得られた 1日間秤量食事記録データを用いた。エネル

ギー摂取量で調整済みの主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物、菓子・嗜好飲料摂取量

をもとに食事バランスガイドをもとにした食事スコア（オリジナルスコア）を算出した。

さらに、先行研究の結果をもとにした修正スコアを算出した（調味料由来のナトリウム摂

取量を加え、また、主食、主菜、副菜、牛乳・乳製品、果物摂取量の基準範囲における上

限値を取り除いた）。 

結果：男性（12265 人）と女性（14096人）の両集団において、オリジナルスコアと有意

（P<0.0001）な正の関連を示した栄養素は、炭水化物、食物繊維、ビタミン C、カリウムお

よびカルシウムであり、負の関連を示した栄養素はたんぱく質、総脂質、多価不飽和脂肪

酸およびアルコールであった。また、オリジナルスコアは男性においてのみ、飽和脂肪酸、

一価不飽和脂肪酸、鉄および亜鉛摂取量と負の関連を示した。男女両方においてオリジナ

ルスコアと関連していなかった栄養素は、ビタミン A、葉酸、ナトリウムおよびマグネシウ

ムであった。一方、修正スコアは男女両方においてたんぱく質、炭水化物、食物繊維、ビ

タミン A、ビタミン C、葉酸、カリウム、カルシウム、マグネシウム、鉄および亜鉛摂取量

と正の関連を示し、アルコールおよびナトリウム摂取量と負の関連を示した。修正スコア

と脂質摂取量との関連は、男性においては観察されなかった一方、女性においては負の関

連が観察された（ただし飽和脂肪酸は男性では正の関連を示し、女性では関連を示さなか

った）。 

結論：2012（平成 24）年国民健康・栄養調査をもとにした本研究において、オリジナルス

コア（食事バランスガイドへの遵守）は望ましい栄養素摂取状況だけでなく望ましくない

側面とも関連していた。一方、修正スコアは（男性における飽和脂肪酸の高摂取を除いて）

望ましい栄養素摂取状況とのみ関連していた。 

 

Ａ．研究目的 

 限定された集団を対象として実施された

いくつかの先行研究において、食事バラン

スガイドへの遵守を評価した食事スコア

（オリジナルスコア）は必ずしも良好な栄

養素摂取状況と関連していないということ

が一貫して観察されている 1、2）。この結果

を受けて、オリジナルスコアに修正を加え
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た食事スコア（修正スコア）が最近開発さ

れた 3）。そこで、2012（平成 24）年国民健

康・栄養調査データを用いて、オリジナル

スコアおよび修正スコアと各種栄養素摂取

量との関連を検討した。 

 

Ｂ．方法 

 2012（平成 24）年国民健康・栄養調査に

参加した 20歳以上の成人 26361人から得ら

れた 1 日間秤量食事記録データを用いた。

解析対象者の基本属性を表 1 に示す。エネ

ルギー摂取量で調整済みの主食、主菜、副

菜、牛乳・乳製品、果物、菓子・嗜好飲料

摂取量をもとにオリジナルスコアを算出し

た 3）。修正スコアも同様に算出したが、修

正スコアには調味料由来のナトリウム摂取

量を加え、また、主食、主菜、副菜、牛乳・

乳製品、果物摂取量の基準範囲における上

限値を取り除いた 3）。検討された栄養素は、

たんぱく質、総脂質、飽和脂肪酸、一価不

飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪酸、炭水化物、

アルコール、食物繊維、ビタミン A、ビタ

ミン C、葉酸、ナトリウム、カリウム、カ

ルシウム、マグネシウム、鉄および亜鉛で

ある。 

 

Ｃ．結果 

 表 2 に示すように、男性（12265 人）と

女性（14096 人）の両集団において、オリ

ジナルスコアと有意（P<0.0001）な正の関

連を示した栄養素は、炭水化物、食物繊維、

ビタミン C、カリウムおよびカルシウムで

あり、負の関連を示した栄養素はたんぱく

質、総脂質、多価不飽和脂肪酸およびアル

コールであった。また、オリジナルスコア

は男性においてのみ、飽和脂肪酸、一価不

飽和脂肪酸、鉄および亜鉛摂取量と負の関

連を示した。男女両方においてオリジナル

スコアと関連していなかった栄養素は、ビ

タミン A、葉酸、ナトリウムおよびマグネ

シウムであった。一方、修正スコアは男女

両方においてたんぱく質、炭水化物、食物

繊維、ビタミン A、ビタミン C、葉酸、カリ

ウム、カルシウム、マグネシウム、鉄およ

び亜鉛摂取量と正の関連を示し、アルコー

ルおよびナトリウム摂取量と負の関連を示

した。修正スコアと脂質摂取量との関連は、

男性においては観察されなかった一方、女

性においては負の関連が観察された（ただ

し飽和脂肪酸は男性では正の関連を示し、

女性では関連を示さなかった）。 

 

Ｄ．考察 

 類似の先行研究 1-3）と同様、オリジナル

スコアは望ましい栄養素摂取状況だけでな

く望ましくない側面とも関連していた。一

方、修正スコアは（男性における飽和脂肪

酸の高摂取を除いて）望ましい栄養素摂取

状況とのみ関連していた。よって本研究は、

食事バランスガイドへの遵守によって日本

人の食事からの栄養素摂取量の質および適

切性を評価するのは困難であるということ

を示唆するものである。日本人の食事の質

を適切に評価するための方法論を確立する

ためには、日本人の食事に関する基本的な

科学的情報の蓄積が不可欠であるといえる。 

 

Ｅ．結論 

 2012（平成 24）年国民健康・栄養調査を

もとにした本研究において、オリジナルス

コア（食事バランスガイドへの遵守）は望

ましい栄養素摂取状況だけでなく望ましく

ない側面とも関連していた。一方、修正ス

コアは（男性における飽和脂肪酸の高摂取

を除いて）望ましい栄養素摂取状況とのみ

関連していた。 
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 なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



79 

 

 

表 1 解析対象者の基本属性  

 n 平均値 ± 標準偏差（または％） 

性 26361  

  男性  46.5 

  女性  53.5 

年齢（歳） 26361 56.3 ± 17.6 

年齢区分（歳） 26361  

  20～29  8.1 

  30～39  13.0 

  40～49  14.9 

  50～59  15.6 

  60～69  22.2 

  70以上  26.2 

身長（m） 201791 1.59 ± 0.10 

体重（kg） 201391 58.7 ± 11.8 

Body mass index（kg/m2） 201171 23.0 ± 3.5 

喫煙 259741  

  吸ったことがない  58.6 

  以前吸っていた  21.8 

  現在吸っている  19.7 

飲酒習慣 259581  

  なし  51.6 

  あり  48.4 

1 欠損値がある対象者はこの解析からは除外されたが、これ以降の解析では含まれている。 
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r P r P r P r P

エネルギー -0.01 0.47 -0.04 <.0001 0.10 <.0001 0.06 <.0001

たんぱく質 -0.19 <.0001 0.15 <.0001 -0.22 <.0001 0.12 <.0001

総脂質 -0.04 <.0001 0.03 0.0002 -0.11 <.0001 -0.07 <.0001

飽和脂肪酸 0.03 0.0007 0.12 <.0001 -0.04 <.0001 0.03 0.001

一価不飽和脂肪酸 -0.03 0.0002 -0.02 0.09 -0.10 <.0001 -0.10 <.0001

多価不飽和脂肪酸 -0.06 <.0001 -0.03 0.0002 -0.11 <.0001 -0.11 <.0001

炭水化物 0.39 <.0001 0.26 <.0001 0.26 <.0001 0.15 <.0001

アルコール -0.42 <.0001 -0.43 <.0001 -0.23 <.0001 -0.25 <.0001

食物繊維 0.17 <.0001 0.34 <.0001 0.10 <.0001 0.27 <.0001

ビタミンA -0.01 0.21 0.06 <.0001 0.01 0.41 0.08 <.0001

葉酸 0.02 0.08 0.20 <.0001 0.01 0.18 0.20 <.0001

ビタミンC 0.15 <.0001 0.38 <.0001 0.12 <.0001 0.35 <.0001

ナトリウム -0.001 0.94 -0.14 <.0001 -0.03 0.001 -0.18 <.0001

カリウム 0.06 <.0001 0.35 <.0001 0.04 <.0001 0.33 <.0001

カルシウム 0.09 <.0001 0.38 <.0001 0.10 <.0001 0.39 <.0001

マグネシウム -0.01 0.18 0.21 <.0001 -0.01 0.24 0.20 <.0001

鉄 -0.02 0.008 0.12 <.0001 -0.06 <.0001 0.07 <.0001

亜鉛 0.01 0.12 0.17 <.0001 -0.04 <.0001 0.12 <.0001

表2　食事バランスガイドへの遵守を評価した食事スコア（オリジナルスコア）およびオリジナルスコアに
修正を加えた食事スコア（修正スコア）と各種栄養素摂取量との関連

値はピアソンの相関係数とP値。各種栄養素摂取量の単位は、エネルギー産生栄養素については％エネル
ギー、その他の栄養素についてはエネルギー1000 kcalあたりの摂取重量。

オリジナルスコア

男性（n=12265)

修正スコア オリジナルスコア 修正スコア

女性（n=14096)
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研究協力者 小島 唯   （新潟県立大学人間生活学部） 

 

研究要旨 

【目的】食品群を用いた食事評価法の確立に向けて、食品群が寄与する栄養素等において、

摂取量を十分に満たす食品群摂取重量の基準を検討すること。 

【方法】平成26年国民健康・栄養調査より、栄養摂取状況調査の20～64歳の男女3685名の

データを用いた。23食品群の食品群別摂取量を用いて14栄養素について、各栄養素等摂取

量に対する食品群の寄与を重回帰分析（ステップワイズ法）により解析した。次に、各食

品群の寄与する栄養素摂取量を満たす摂取重量の基準を検討した。 

【結果】各栄養素において寄与の高い食品群が示された。野菜類の栄養素に対する寄与と

して、緑黄色野菜類はカリウム、鉄、レチノール当量、ビタミンC、食物繊維、淡色野菜類

はカリウム、食物繊維に主に寄与していた。主に寄与するすべての栄養素について、日本

人の食事摂取基準（2015年版）の基準値を満たす食品群別摂取量は、緑黄色野菜類180g/day、

淡色野菜類350g/dayであることが示唆された。 

【結論】緑黄色野菜類、淡色野菜類について、栄養素摂取量に基づいた食品群別摂取量の

基準値が示唆された。今後、他の食品群についても同様の解析を行い、複数の食品群を用

いた食事評価のためのスコア化に向けた検討を行う。 

 

Ａ．目的 

 人々の食事を評価するときに用いられて

いる指標の 1 つに食品群がある。食事から

摂取すべき栄養素の基準に基づいた食品群

や食品構成を示し、栄養素の計算を用いる

ことなく、食品の組み合わせによって食事

を評価することが可能である。世界でもそ

れぞれの国の状況に対応した、食品群ベー

スの食生活指針を開発することが推奨され

ている 1）。 

 これに基づいて、各国で食品群ベースの

食生活指針が開発され、それを用いた食事

評価法も検討されている。米国の Healthy 

Eating Index-20152）や、韓国の Korean 

Healthy Eating Index3）が例として挙げら

れる。日本では、料理を指標として食事を

評価する食事バランスガイドが策定されて

いる 4）。しかしながら、食品群別の摂取量

に基づいた食事評価の指標は示されておら

ず、これまでほとんど検討されていない。 

食品群を用いた食事評価法の確立に向け

て、各栄養素等摂取量に対する食品群の寄

与を把握し、食品群が寄与する栄養素に対

する、摂取量を十分に満たす食品群の摂取

重量を検討することを目的とした。 
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Ｂ．方法 

平成 26 年国民健康・栄養調査より、栄養

摂取状況調査の対象者 8,047 名のうち、年

齢 20 歳未満または 65 歳以上の者、妊婦・

授乳婦、エネルギー摂取量 5000kcal 以上の

者を除外し、3985 名のデータを用いた。 

国民健康・栄養調査の食品群分類中分類

及び食事バランスガイド 4）の料理区分を構

成する食品群に基づいて、米・加工品、小

麦・加工品、その他穀類・加工品、いも類、

でんぷん類、砂糖・甘味料類、大豆・加工

品、その他の豆・加工品、種実類、緑黄色

野菜類、淡色野菜類、漬物類、果物類（生

果）、きのこ類、海藻類、魚類、肉類、卵類、

乳類、油脂類、菓子類、嗜好飲料類、調味

料類の 23 食品群を用いた。また、解析対象

の栄養素は、食事バランスガイドの各料理

区分の栄養素構成 5）で栄養素が示されてい

る、エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水

化物、カリウム、カルシウム、鉄、レチノ

ール当量、ビタミン B1、ビタミン B2、ビタ

ミン C、コレステロール、食物繊維総量、

食塩相当量の 14 種類とした。各栄養素等摂

取量に対する食品群別摂取量の寄与につい

て、各栄養素を目的変数、各食品群を説明

変数として、重回帰分析（ステップワイズ

法）により解析した。 

次に、食品群別摂取重量を用いた食事評

価法の検討のため、適切な栄養素等摂取量

を満たす各食品群の摂取重量の基準を検討

した。各食品群について、摂取重量区分別

の各栄養素摂取量を算出した。これより、

重回帰分析結果の標準化係数 β が 0.2 以上

であったすべての栄養素について、日本人

の食事摂取基準（2015 年版）6）の基準値を

満たす食品群摂取重量を求めた。なお、食

事摂取基準の基準値は、推奨量、目安量、

目標量のいずれか、また、解析対象の 20～

64 歳に該当する 18～69 歳までの男女別の

基準値の平均値を用いた。 

解析には統計解析パッケージ IBM SPSS 

Statistics 25.0 for Windows（日本アイ・ビ

ー・エム株式会社）を用いた。 

 

Ｃ．結果 

 重回帰分析による各栄養素における食品

群の寄与について、標準化係数 β の大きい

順に表 1 に示した。調整済み決定係数（調

整済み R2）は、エネルギー、たんぱく質、

炭水化物、カリウム、コレステロール、食

物繊維総量で 0.8 以上であり、おおむね当

てはまりが良好であったが、レチノール当

量、ビタミン B1、ビタミン B2、食塩相当量

では 0.6 未満であった。 

  

次に、適切な栄養素等摂取量を満たすと

考えられる各食品群の摂取重量の基準につ

いて検討を行った。これより、緑黄色野菜

類、淡色野菜類について検討した結果を報

告する。 

緑黄色野菜類では、各栄養素における標

準化係数 β が 0.2 以上であった栄養素は、

カリウム、鉄、レチノール当量、ビタミン

C、食物繊維の 5 種類であった。これらの

栄養素について、食品群の摂取重量区分に

よる栄養素摂取量を図 1 に示した。カリウ

ムの基準値（目安量）は 2250 mg/ day で

あり、該当する緑黄色野菜摂取量は 100‐

119g であった。鉄の基準値（推奨量）は 8.9 

mg/ day であり、該当する緑黄色野菜摂取

量は 160‐179g であった。レチノール当量

の基準値（推奨量）は 775 µg/ day であり、
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該当する緑黄色野菜摂取量は 180‐199gで

あった。ビタミン C の基準値（推奨量）は

100 mg/ day であり、該当する緑黄色野菜

摂取量は 120‐139g であった。食物繊維の

基準値（目標量）は 19 g 以上/ day であり、

該当する緑黄色野菜摂取量は 180‐199gで

あった。緑黄色野菜類においては、寄与す

るすべての栄養素摂取量を満たす摂取重量

は、180g/ day であることが示唆された。 

 淡色野菜類では、各栄養素における標準

化係数 β が 0.2 以上であった栄養素は、カ

リウム、食物繊維の 2 種類であった。これ

らの栄養素について、食品群の摂取重量区

分による栄養素摂取量を図 2 に示した。カ

リウムの基準値（目安量）は 2250 mg/ day

であり、該当する淡色野菜摂取量は 200‐

249g であった。食物繊維の基準値（目標量）

は 19 g 以上/ day であり、該当する淡色野

菜摂取量は 350‐399g であった。淡色野菜

類においては、寄与するすべての栄養素摂

取量を満たす摂取重量は、350g/ day である

ことが示唆された。 

 

Ｄ．考察 

 本研究は、食品群を用いた食事評価法の

確立に向けて、各栄養素等摂取量に対する

食品群の寄与を重回帰分析により解析し、

食品群が寄与する栄養素について、食事摂

取基準を満たす食品群別摂取量を検討した。

本報告では、緑黄色野菜類、淡色野菜類に

ついて、栄養素摂取量に基づいた食品群別

摂取量の基準値が示唆された。 

はじめに、重回帰分析の結果より、各栄

養素摂取量に寄与する食品群が示された。

寄与の高い食品群については、日本人を対

象とした食品や食品群の寄与に関する先行

研究 7,8）と類似していた。しかしながら、

これまでの研究では寄与の高い食品や食品

群についてどの程度の摂取量が必要である

かはほとんど示されていない。 

 本研究では、各栄養素の寄与の高い食品

群について、具体的にどの程度の摂取量で

栄養素摂取量が適切となるか指標を示すた

め、食事摂取基準の基準値を用いて検討を

行った。その結果、寄与の高いすべての栄

養素の摂取量を満たす食品群別摂取量は、

緑黄色野菜類では 180g/ day、淡色野菜類で

は 350g/ day であると示された。健康日本

21 では、野菜摂取量の目標値は 1 日 350g

以上としている。この目標値設定に際し、

本研究と同様に各栄養素摂取量に対する食

品群別摂取量の寄与を求め、寄与の高い栄

養素について、食事摂取基準を満たす食品

群重量を検討している 9）。本研究の結果で

は野菜類の合計重量が 530g となり、健康日

本 21 の目標値より多くなっている。本研究

では、食品群の寄与について標準化係数 β

が 0.2 以上を基準とした。今後、他の食品

群についても同様の検討を行い、食事全体

に対する食品群ベースの評価指標を検討す

る。その評価指標と栄養素等摂取量の妥当

性を検討し、寄与の基準についても再検討

していくことが求められる。 

 

Ｅ．結論 

緑黄色野菜類、淡色野菜類について、栄

養素摂取量に基づいた食品群別摂取量の基

準値が示唆された。今後、他の食品群につ

いても同様の解析を行い、食品群の組み合

わせを用いた食事評価のためのスコア化に

向けた検討を行う。また、食事全体のスコ

アに対する栄養素摂取量の妥当性検討によ
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り、食品群別摂取量の基準値を検討してい

く。 
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表 1 各栄養素における食品群別摂取量の寄与 

エネルギー β  たんぱく質 β 

1 米・加工品 0.540**  1 魚類 0.548** 

2 肉類 0.325**  2 肉類 0.543** 

3 小麦・加工品 0.323**  3 小麦・加工品 0.245** 

4 菓子類 0.258**  4 大豆・加工品 0.225** 

5 魚類 0.210**  5 米・加工品 0.223** 

6 油脂類 0.180**  6 卵類 0.197** 

7 乳類 0.164**  7 乳類 0.190** 

8 その他穀類・加工品 0.117**  8 菓子類 0.133** 

9 大豆・加工品 0.116**  9 その他穀類・加工品 0.094** 

10 いも類 0.110**  10 緑黄色野菜類 0.081** 

11 卵類 0.108**  11 種実類 0.075** 

12 果物類 0.093**  12 いも類 0.041** 

13 種実類 0.083**  13 淡色野菜類 0.040** 

14 淡色野菜類 0.057**  14 果物類 0.040** 

15 砂糖・甘味料類 0.057**  15 調味料類 0.036** 

16 緑黄色野菜類 0.050**  16 油脂類 0.034** 

17 漬物類 0.043**  17 海草類 0.031** 

18 嗜好飲料 0.040**  18 その他の豆・加工品 0.029** 

19 その他の豆・加工品 0.033**  19 砂糖・甘味料類 0.021** 

20 調味料類 0.033**  20 きのこ類 0.020** 

21 でんぷん類 0.021*  21 漬物類 0.020** 

22 きのこ類 -0.031**     

調整済み R2 0.809   調整済み R2 0.909 

 

脂質 β  炭水化物 β 

1 肉類 0.471**  1 米・加工品 0.836** 

2 油脂類 0.358**  2 小麦・加工品 0.422** 

3 菓子類 0.240**  3 菓子類 0.273** 

4 乳類 0.182**  4 果物類 0.209** 

5 卵類 0.174**  5 その他穀類・加工品 0.160** 

6 魚類 0.163**  6 いも類 0.142** 

7 大豆・加工品 0.142**  7 乳類 0.127** 

8 種実類 0.121**  8 砂糖・甘味料類 0.104** 

9 小麦・加工品 0.101**  9 嗜好飲料 0.072** 

10 いも類 0.079**  10 淡色野菜類 0.063** 

11 淡色野菜類 0.054**  11 緑黄色野菜類 0.060** 

12 緑黄色野菜類 0.030*  12 油脂類 0.051** 

13 米・加工品 0.022*  13 その他の豆・加工品 0.051** 

14 きのこ類 -0.047**  14 種実類 0.036** 

    15 漬物類 0.036** 

    16 でんぷん類 0.036** 

    17 大豆・加工品 0.028** 

    18 魚類 0.027** 

    19 海草類 0.018* 

    20 肉類 0.018* 

調整済み R2 0.682   調整済み R2 0.881 

* p< 0.05，** p< 0.001 
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（続き）表 1 各栄養素における食品群別摂取量の寄与 

カリウム β  カルシウム β 

1 緑黄色野菜類 0.282**  1 乳類 0.538** 

2 果物類 0.257**  2 大豆・加工品 0.283** 

3 いも類 0.234**  3 海草類 0.224** 

4 魚類 0.229**  4 緑黄色野菜類 0.177** 

5 乳類 0.214**  5 淡色野菜類 0.147** 

6 淡色野菜類 0.206**  6 魚類 0.131** 

7 大豆・加工品 0.184**  7 菓子類 0.115** 

8 肉類 0.165**  8 小麦・加工品 0.102** 

9 海草類 0.165**  9 卵類 0.092** 

10 菓子類 0.111**  10 種実類 0.075** 

11 種実類 0.086**  11 漬物類 0.051** 

12 調味料類 0.083**  12 砂糖・甘味料類 0.036** 

13 漬物類 0.080**  13 果物類 0.036** 

14 小麦・加工品 0.058**  14 肉類 0.030* 

15 きのこ類 0.055**  15 いも類 0.029* 

16 米・加工品 0.054**  16 米・加工品 0.026* 

17 卵類 0.050**  17 嗜好飲料類 0.024* 

18 砂糖・甘味料類 0.040**  18 その他の豆・加工品 0.023* 

19 油脂類 0.034**  19 その他穀類・加工品 0.022* 

20 その他の豆・加工品 0.025*  20 きのこ類 0.019* 

21 その他穀類・加工品 0.016*     

調整済み R2 0.802   調整済み R2 0.698 

 

鉄 β  レチノール当量 β 

1 海草類 0.340**  1 緑黄色野菜類 0.308** 

2 大豆・加工品 0.327**  2 海草類 0.141** 

3 魚類 0.215**  3 肉類 0.099** 

4 卵類 0.211**  4 卵類 0.074** 

5 緑黄色野菜類 0.208**  5 乳類 0.067** 

6 肉類 0.179**  6 いも類 0.045* 

7 菓子類 0.139**  7 種実類 0.046* 

8 小麦・加工品 0.135**  8 菓子類 0.046* 

9 淡色野菜類 0.119**  9 淡色野菜類 0.037* 

10 種実類 0.117**  10 魚類 0.032* 

11 いも類 0.112**     

12 その他穀類・加工品 0.103**     

13 米・加工品 0.096**     

14 その他の豆・加工品 0.077**     

15 果物類 0.066**     

16 漬物類 0.053**     

17 調味料類 0.033**     

18 砂糖・甘味料類 0.030*     

19 きのこ類 0.028*     

20 乳類 0.028*     

21 油脂類 0.027*     

22 でんぷん類 0.019*     

調整済み R2 0.717   調整済み R2 0.176 

* p< 0.05，** p< 0.001 
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（続き）表 1 各栄養素における食品群別摂取量の寄与 

ビタミン B1 β  ビタミン B2 β 

1 肉類 0.432**  1 乳類 0.355** 

2 小麦・加工品 0.228**  2 卵類 0.284** 

3 米・加工品 0.131**  3 肉類 0.251** 

4 魚類 0.126**  4 魚類 0.239** 

5 緑黄色野菜類 0.124**  5 菓子類 0.142** 

6 大豆・加工品 0.122**  6 緑黄色野菜類 0.132** 

7 菓子類 0.108**  7 小麦・加工品 0.100** 

8 乳類 0.103**  8 大豆・加工品 0.086** 

9 果物類 0.093**  9 海草類 0.077** 

10 淡色野菜類 0.087**  10 果物類 0.069** 

11 種実類 0.071**  11 種実類 0.064** 

12 いも類 0.063**  12 米・加工品 0.062** 

13 漬物類 0.060**  13 漬物類 0.045** 

14 きのこ類 0.057**  14 きのこ類 0.035* 

15 調味料類 0.052**  15 淡色野菜類 0.031* 

16 卵類 0.038*  16 調味料類 0.029* 

17 その他穀類・加工品 0.037*  17 嗜好飲料類 -0.028* 

    18 油脂類 -0.038* 

調整済み R2 0.414   調整済み R2 0.468 

 

ビタミン C β  コレステロール β 

1 果物類 0.600**  1 卵類 0.772** 

2 緑黄色野菜類 0.281**  2 魚類 0.310** 

3 淡色野菜類 0.173**  3 肉類 0.300** 

4 いも類 0.111**  4 菓子類 0.157** 

5 漬物類 0.059**  5 乳類 0.077** 

6 菓子類 0.034*  6 油脂類 0.045** 

7 肉類 0.033*  7 砂糖・甘味料類 0.020* 

8 卵類 0.026*  8 小麦・加工品 0.016* 

9 油脂類 0.021*  9 海草類 0.015* 

10 砂糖・甘味料類 -0.021*  10 淡色野菜類 -0.013* 

11 嗜好飲料類 -0.027*  11 嗜好飲料類 -0.014* 

12 きのこ類 -0.038**  12 果物類 -0.017* 

調整済み R2 0.613   調整済み R2 0.864 

* p< 0.05，** p< 0.001 
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（続き）表 1 各栄養素における食品群別摂取量の寄与 

食物繊維総量 β  食塩相当量 β 

1 緑黄色野菜類 0.338**  1 調味料類 0.323** 

2 淡色野菜類 0.332**  2 魚類 0.242** 

3 果物類 0.281**  3 肉類 0.162** 

4 いも類 0.229**  4 漬物類 0.154** 

5 小麦・加工品 0.223**  5 小麦・加工品 0.270** 

6 海草類 0.210**  6 淡色野菜類 0.140** 

7 きのこ類 0.177**  7 米・加工品 0.151** 

8 その他穀類・加工品 0.162**  8 海草類 0.117** 

9 種実類 0.135**  9 いも類 0.121** 

10 菓子類 0.126**  10 卵類 0.105** 

11 米・加工品 0.118**  11 菓子類 0.078** 

12 大豆・加工品 0.113**  12 大豆・加工品 0.084** 

13 その他の豆・加工品 0.097**  13 砂糖・甘味料類 0.067** 

14 漬物類 0.083**  14 緑黄色野菜類 0.055** 

15 油脂類 0.035**  15 その他穀類・加工品 0.051** 

16 砂糖・甘味料類 0.023**  16 乳類 0.041** 

17 卵類 -0.015*  17 果物類 0.045** 

18 肉類 -0.032**  18 油脂類 0.034* 

19    19 嗜好飲料類 0.022* 

調整済み R2 0.843   調整済み R2 0.540 

* p< 0.05，** p< 0.001 

 

 

  



89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 緑黄色野菜類摂取量（g／day）と各栄養素摂取量 
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図 2 淡色野菜類摂取量（g／day）と各栄養素摂取量 
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